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i説((監
督
者
責
任
の
再
構
成

(
五
)

林

目

次

序
論
第
一
章
監
督
者
責
任
に
関
す
る
従
来
の
学
説
・
裁
判
例
の
問
題
点

第
一
節
わ
が
国
の
立
法
者
の
見
解
及
び
学
説
の
検
討
と
位
置
付
け

第
二
節
わ
が
国
の
裁
判
例
の
紹
介
と
分
析
l
監
督
義
務
の
構
造
の
視
点
か
ら

誠

司
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説

第
一
款
責
任
能
力
者
た
る
未
成
年
者
に
よ
る
加
害
行
為
に
関
す
る
裁
判
例

第
一
項
一
六
歳
以
上
の
責
任
能
力
者
に
関
す
る
裁
判
例

第
一
目
故
意
の
犯
罪
に
関
す
る
裁
判
例

第
二
日
未
成
年
者
同
士
の
け
ん
か
に
よ
る
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
三
目
交
通
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
四
日
そ
の
他
の
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第

五

目

小

括

第
二
項
二
ハ
歳
未
満
の
責
任
能
力
者
に
関
す
る
裁
判
例

第
一
日
故
意
の
犯
罪
に
関
す
る
裁
判
例

第
二
目
遊
戯
・
ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
三
日
い
た
ず
ら
に
よ
る
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
四
日
未
成
年
者
同
士
の
け
ん
か
に
よ
る
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
五
日
い
じ
め
に
関
す
る
裁
判
例

第
六
日
交
通
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
七
目
そ
の
他
の
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第

八

回

小

括

第
三
項
ま
と
め

第
二
款
責
任
無
能
力
者
た
る
未
成
年
者
に
よ
る
加
害
行
為
に
関
す
る
裁
判
例

第
一
項
七
歳
以
上
の
責
任
無
能
力
者
に
関
す
る
裁
判
例

第
一
日
故
意
の
犯
罪
に
関
す
る
裁
判
例

第
二
目
遊
戯
・
ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
三
日
い
た
ず
ら
に
よ
る
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
四
日
未
成
年
者
同
士
の
け
ん
か
に
よ
る
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

以
上
五
五
巻
六
号
)

北法56(5・220)2236

論

(
以
上
五
六
巻
二
号
)



監督者責任の再構成 (5) 

第
五
日
い
じ
め
に
関
す
る
裁
判
例

第
六
目
交
通
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
七
目
失
火
に
関
す
る
裁
判
例

第
八
百
そ
の
他
の
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第

九

目

小

括

第
二
項
七
歳
未
満
の
責
任
無
能
力
者
に
関
す
る
裁
判
例

第
三
項
ま
と
め

第
三
節
わ
が
国
の
裁
判
例
と
学
説
と
の
蹴
節

第
二
章
ド
イ
ツ
民
法
八
三
二
条
一
項
に
関
す
る
学
説
・
裁
判
例

第
一
節
ド
イ
ツ
民
法
八
三
二
条
一
環
の
構
造
l
立
法
史
・
学
説
を
中
心
に
l

第
一
款
ド
イ
ツ
民
法
八
三
二
条
一
項
の
立
法
史

第
二
款
ド
イ
ツ
民
法
八
三
二
条
一
項
の
概
観
と
七
一
四
条
と
の
相
違

第
一
項
ド
イ
ツ
民
法
人
三
二
条
一
項
の
概
観

第
二
項
わ
が
国
の
民
法
七
一
四
条
と
の
相
違

第
二
節
裁
判
例
の
紹
介
と
分
析
l
監
督
義
務
違
反
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
監
督
義
務
の
構
造
の
視
点
か
ら
|

第
一
款
責
任
能
力
あ
る
又
は
責
任
能
力
の
有
無
が
不
明
な
一
ム
ハ
歳
以
上
の
未
成
年
者
に
関
す
る
裁
判
例

第
一
項
故
意
の
犯
罪
に
関
す
る
裁
判
例

第
二
項
遊
戯
・
ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
三
項
い
た
ず
ら
に
よ
る
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
四
項
交
通
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第
五
項
そ
の
他
の
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

第

六

項

小

括

第
三
章
ド
イ
ツ
民
法
八
三
三
条
一
項
と
社
会
生
活
上
の
義
務

(
以
上
五
六
巻
三
号
)

以
上
五
六
巻
四
号
)

(
以
上
本
号
)
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説

第
四
章

日
本
法
へ
の
示
唆

論

第
二
章

ド
イ
ツ
民
法
八
三
二
条
一
項
に
関
す
る
学
説
・
裁
判
例

第
一
節
ド
イ
ツ
民
法
八
三
二
条
一
項
の
構
造
l
立
法
史
・
学
説
を
中
心
に
|

第
二
款
ド
イ
ツ
民
法
人
三
二
条
一
項
の
概
観
と
七
一
四
条
と
の
相
違

B
G
B制
定
以
降
今
日
ま
で
お
よ
そ
一
世
紀
の
歳
月
が
過
ぎ
た
が
、

B
G
B
八
三
二
条
一
項
に
関
す
る
解
釈
論
に
つ
い
て
言
え
ば
、

B
G

B
制
定
当
初
か
ら
今
日
の
学
説
に
至
る
ま
で
、
監
督
義
務
の
性
質
の
捉
え
方
に
関
す
る
部
分
を
除
き
、
個
別
の
問
題
に
関
す
る
解
釈
論
に
つ

い
て
は
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
監
督
義
務
の
性
質
の
捉
え
方
に
関
わ
る
部
分
、
す
な
わ
ち
、
監
督
義
務
と
社
会
生
活
上
の

義
務
と
の
関
係
及
び
監
督
義
務
の
内
容
の
変
選
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
本
款
で
は
、
そ
の
他
の
個
別
の
問
題
に

関
す
る
解
釈
論
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
今
日
の
学
説
を
紹
介
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
の
提
示
し
た
問
題
の
検
討
に
必

(
加
)

要
な
限
度
で

B
G
B
八
三
二
条
の
概
観
を
描
き
出
し
、
同
条
の
帰
責
根
拠
及
び
監
督
義
務
の
基
本
理
念
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
学
説
の
理
解
、

ま
た
、
同
条
と
わ
が
国
の
七
一
四
条
と
の
実
質
的
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
な
お
、

B
G
B
八
三
二
条
に
関
し
て
ド
イ
ツ

の
教
科
書
や
体
系
書
は
一
般
に
、
簡
単
な
記
述
し
か
し
て
お
ら
ず
、
同
条
に
関
す
る
解
釈
論
は
主
と
し
て
コ
ン
メ
ン
タ

l
ル
に
よ
り
展
開
さ

れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
コ
ン
メ
ン
タ

i
ル
の
学
説
を
中
心
に
、

B
G
B
八
三
二
条
一
項
の
概
観
に
関
し

て
、
同
条
の
帰
責
根
拠
及
び
構
成
要
件
、
監
督
義
務
に
関
す
る
基
本
理
念
、
監
督
義
務
慨
怠
に
関
す
る
証
明
責
任
の
分
配
、
法
定
監
督
義
務

者
に
と
っ
て
の
監
督
の
委
託
の
意
義
の
点
を
中
心
に
見
た
後
に
、
同
条
と
わ
が
国
の
七
一
四
条
と
の
相
違
の
実
質
的
意
味
に
つ
い
て
検
討
し

~I:: ì去56(5 ・ 222)2238
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第

項

ド
イ
ツ
民
法
八
三
二
条
一
項
の
概
観

川
帰
責
根
拠
及
び
構
成
要
件

(m) 

第
一
に
、

B
G
B
八
三
一
二
条
の
帰
責
根
拠
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
通
説
は
同
条
の
帰
責
根
拠
を
監
督
義
務
者
自
身
の
推
定
さ
れ
た
過
責
に

求
め
て
お
り
、
こ
の
点
に
異
論
を
唱
え
る
見
解
は
見
ら
れ
な
い
。
但
し
、
監
督
義
務
悌
怠
等
に
つ
い
て
証
明
責
任
が
転
換
さ
れ
て
い
る
結
果
、

(m) 

実
質
的
に
危
険
責
任
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。

(
鈎
)

次
に
、
同
条
一
項
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
、
被
監
督
者
と
し
て
問
題
に
な
る
者
は
第
一
に
未
成
年
者
(
婚
姻
し
て
い
る
か

又
は
婚
姻
し
て
い
た
者
を
除
く
、

B
G
B
一
ム
ハ
一
二
三
条
参
照
)
で
あ
る
が
、
成
人
に
つ
い
て
も
そ
の
者
が
精
神
的
又
は
身
体
的
状
態
の
た
め

監督者責任の再構成 (5) 

に
監
督
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
場
合
(
例
え
ば
精
神
病
に
擢
患
し
て
い
る
場
合
)
に
は
被
監
督
者
と
し
て
問
題
と
な
り
得
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
未
成
年
者
に
対
す
る
民
法
上
の
監
督
義
務
は
身
上
の
世
話

(
F
3
2
2
8『
問
。
)
の
構
成
要
素
で
あ
る

(
B
G
B
二
ハ
三

(m) 

一
条
一
項
)
と
こ
ろ
、
こ
の
身
上
の
世
話
は
両
親
と
し
て
の
世
話
玄

g
f宮
皆
同
明
白
)
に
属
す
る

(
B
G
B
一
六
二
六
条
一
項
)
こ
と
か

ら
、
「
親
」
と
し
て
同
条
の
法
定
監
督
義
務
者
た
り
得
る
者
は
以
下
の
よ
う
な
者
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
両
親
で
あ
り

(
B
G
B
一
六
二
六
条
一
項
)
、
死
亡
に
よ
る
婚
姻
解
消
後
は
生
存
配
偶
者
で
あ
り

(
B
G
B
一
六
八
O
条
一
項
)
、
両
親
が

継
続
的
別
居
を
し
て
い
る
場
合
で
、
家
庭
裁
判
所
の
決
定
が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
に
よ
り
両
親
と
し
て
の
世
話
を
認
め
ら
れ
た
親
で
あ
る

(
B
G
B
一
六
七
一
条
、
一
六
七
二
条
)
。
両
親
と
し
て
の
世
話
が
停
止
又
は
剥
奪
さ
れ
た
場
合
に
は
原
則
と
し
て
他
方
の
親
が
単
独
で
そ

一
六
八
O
条
三
項
)
。
そ
の
他
に
非
嫡
出
子
に
つ
い
て
は
、
世
話
の
表
示

(
ω
2個目白『主位
E
コ
加
)
が

れ
を
行
使
す
る

(
B
G
B
一
六
七
八
条
、

北法56(5・223)2239



説

(
B
G
B
工
ハ
一
工
ハ

a条
)
。
養
子
に
つ

北法56(5・224)2240

な
さ
れ
た
場
合
又
は
父
母
が
婚
姻
し
た
場
合
に
は
両
親
で
あ
り
、
そ
の
他
の
場
合
は
母
親
で
あ
る

い
て
は
養
親

(
B
G
B
一
七
五
四
条
)
が
法
定
監
督
義
務
者
と
な
る
。
さ
ら
に
、
精
神
的
又
は
身
体
的
状
態
の
た
め
に
監
督
を
必
要
と
す
る

成
人
の
子
に
つ
い
て
は
、
親
が
後
見
人
に
選
任
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
親
が
法
定
監
督
義
務
者
と
な
る

(
B
G
B
一
七
九
三
条
、
一
八
O

O
条
)
。
継
子
に
つ
い
て
(
養
子
縁
組
を
し
な
い
)
継
母
及
び
継
父
、
里
子
に
つ
い
て
里
親
は
法
定
監
督
義
務
を
負
わ
な
い
。
但
し
、
こ
れ

ら
の
法
定
監
督
義
務
を
負
わ
な
い
親
、
と
く
に
継
母
及
び
継
父
、
並
び
に
、
里
親
の
責
任
は

B
G
B
八
三
二
条
二
項
、
八
二
三
条
、
或
い
は
、

(m) 

八
三
二
条
の
類
推
に
基
づ
い
て
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

さ
ら
に
責
任
成
立
要
件
と
し
て
、
「
被
監
督
者
が
第
三
者
に
対
し
て
違
法
に
」
損
害
を
加
え
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

(
m
)
(
m
)
 

の
う
ち
、
第
一
に
「
第
三
者
」
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
被
監
督
者
及
ぴ
監
督
義
務
者
自
身
は
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
る
。
第
二
に
「
違
法
に
」

(
加
)

損
害
を
加
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
被
監
督
者
の
過
責
は
必
要
な
く
、
当
該
被
監
督
者
の
年
齢
段
階
に
応
じ
た
低
い
程
度
の
注
意
基
準
に
照

(別

)
(
m
)

ら
し
て
過
責
が
な
い
と
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
違
法
性
は
認
め
ら
れ
る
。

監
督
義
務
者
は
、
「
そ
の
義
務
を
尽
し
た
」
こ
と
又
は
「
相
応
の
監
督
を
行
っ
て
も
損
害
が
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
」
こ
と
を
立
証
し
た
と

き
は
免
責
さ
れ
る
。
後
者
の
立
証
、
す
な
わ
ち
因
果
関
係
不
存
在
の
立
証
に
つ
い
て
は
、
相
応
の
監
督
を
し
て
い
た
と
し
て
も
損
害
が
生
じ

(

m

)

(

m

)

 

て
い
た
で
あ
ろ
う
と
の
単
な
る
可
能
性
で
は
足
り
な
い
と
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
被
監

(
別
)

督
者
が
社
会
生
活
に
適
っ
た
行
態
を
し
た
こ
と
で
十
分
で
あ
る
と
す
る
理
解
も
見
ら
れ
る
。

前
者
の
監
督
義
務
僻
怠
不
存
在
の
立
証
に
関
し
て
は
、
こ
れ
に
よ
り
監
督
義
務
慨
怠
に
関
す
る
有
責
性
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
も
転
換
さ

(
初
)

れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

B
G
B
八
三
二
条
の
責
任
が
「
推
定
さ
れ
た
過
責
に
基
づ
く
責
任
」
で
あ
る
と
の
理
解

か
ら
は
、
当
然
の
帰
結
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
後
に
述
べ
る
証
明
責
任
の
分
配
と
の
関
係
で
近
時
と
り
わ
け
意
識
的
に
指
摘
さ
れ
て
い

る。

論



凶
監
督
義
務
の
基
本
理
念

監
督
義
務
そ
れ
自
体
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
基
本
理
念
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
監
督
義
務
を
尽
し
た
と
言

え
る
の
は
、
「
監
督
義
務
者
が
第
三
者
へ
の
加
害
を
回
避
す
る
た
め
に
、
同
じ
状
況
に
あ
る
思
慮
の
あ
る
監
督
義
務
者
に
個
々
の
事
案
の
諸

事
情
に
鑑
み
て
合
理
的
且
つ
正
当
に
要
求
し
得
る
全
て
の
こ
と
を
し
た
場
合
」
で
あ
り
、
「
そ
の
監
督
義
務
者
が
そ
の
具
体
的
危
険
状
況
に

関
し
て
、
思
慮
の
あ
る
監
督
義
務
者
で
あ
れ
ば
そ
の
よ
う
な
加
害
を
回
避
す
る
た
め
に
合
理
的
な
要
請
に
従
っ
て
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
別
)

か
っ
た
で
あ
ろ
う
必
要
且
つ
相
当
な
(
と
く
に
期
待
可
能
な
)
監
督
措
置
を
有
責
に
怠
っ
た
」
の
で
は
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

学
説
に
お
い
て
監
督
義
務
は
「
具
体
的
危
険
状
況
」
に
お
け
る
加
害
を
防
止
す
る
義
務
と
さ
れ
、
一
般
的
監
督
乃
至
教
育
を
そ
の
内
容
と
す

る
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
監
督
義
務
と
教
育
義
務
は
区
別
さ
れ
、
前
者
の
義
務
の
違
反
の
み
が
監
督
義
務
者
に
不
法
行
為
責

(
初
)

任
を
負
わ
せ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
以
下
こ
れ
を
「
教
育
と
監
督
の
分
離
」
原
則
と
呼
ぶ
)
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
て
、

B

G
B
制
定
当
初
の
学
説
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
、
例
え
ば
、
エ
ル
ト
マ
ン
は

B
G
B
八
一
二
二
条
が
「
監
督
及
び
教
育
の
好
都
合
な
成
果
」

(
別
)

〔
傍
点
筆
者
〕
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
た
点
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

監督者責任の再構成 (5) 

第
二
に
、
学
説
で
は
上
の
よ
う
な
「
監
督
と
教
育
の
分
離
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
他
方
で
は
、
監
督
と
教
育
が
相
関
関
係
に
あ

(m) 

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
教
育
の
成
果
、
が
豊
か
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
監
督
は
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
に
、
現
在
の
学
説
は

B
G
B
八
三
二
条
の
監
督
義
務
を
一
般
に
「
社
会
生
活
上
の
義
務
」
の
特
則
乃
至
構
成
要
件
で
あ
る
と
解
し
て

(
加
)
い
る
。
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第
四
に
、
監
督
義
務
の
程
度
は
、
「
そ
の
子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
て
思
慮
の
あ
る
両
親
に
、
そ
の
者
ら
の
経
済
的
状
況
並
び
に
そ
の
者
ら

(
加
)

自
身
の
営
業
及
び
職
業
上
の
義
務
を
考
慮
し
て
望
む
こ
と
が
で
き
且
つ
期
待
し
得
る
こ
と
に
応
じ
て
」
定
ま
る
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
監

督
義
務
違
反
の
有
無
の
判
断
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
る
要
素
は
多
様
な
も
の
に
及
ぶ
。
例
え
ば
、
ベ
リ
ン
グ
H
ボ
ル
ゲ
ス
は
、



説

予
見
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
事
情
と
し
て
の
被
監
督
者
の
年
齢
、
知
的
能
力
、
特
性
、
性
格
的
特
徴
、
教
育
水
準
等
の
他
、
被
監
督
者
の
環

境
の
損
害
指
向
性
又
は
行
態
の
危
険
内
蔵
性
、
さ
ら
に
監
督
義
務
者
に
と
っ
て
の
期
待
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
事
情
と
し
て
の
監
督
義
務
者

の
生
活
状
態
、
経
済
的
状
況
及
び
能
力
、
と
く
に
そ
れ
ら
の
者
の
職
業
活
動
及
び
そ
れ
ら
の
者
の
持
つ
子
ど
も
の
数
と
年
齢
、
主
と
し
て
監

(
仰
)

督
義
務
の
程
度
を
低
め
る
事
情
と
し
て
の
教
育
任
務
及
び
精
神
障
害
者
等
に
つ
い
て
の
治
療
上
の
目
的
を
挙
け
、
シ
ユ
タ
イ
ン
は
被
監
督
者

の
年
齢
、
成
熟
、
発
育
の
程
度
、
身
体
的
及
び
精
神
的
特
性
、
加
害
行
為
の
予
見
可
能
性
及
び
起
こ
り
う
る
危
険
性
、
被
監
督
者
の
尊
厳
、

(
加
)

自
立
の
た
め
の
教
育
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
個
々
の
論
者
の
挙
げ
る
事
情
は
様
々
で
あ
る
が
、
被
監
督
者
の
精
神
的
身
体
的
発
達
及
び
性

(
加
)

格
、
被
監
督
者
の
従
前
の
行
動
(
こ
れ
ら
の
事
情
は
一
部
で
は
「
監
督
の
根
拠
(
〉

C
E
n
y
g
g
z∞
)
」
と
呼
ば
れ
る
)
が
同
年
齢
の
被
監
督

者
に
つ
い
て
通
常
想
定
さ
れ
る
も
の
か
ら
逸
脱
す
る
程
度
に
応
じ
て
監
督
義
務
の
程
度
が
高
く
な
り
(
或
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
低
く
な

り
)
、
他
方
で
両
親
の
教
育
の
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
限
度
で
監
督
義
務
の
程
度
は
限
界
付
け
ら
れ
る
と
す
る
点
で
、
現
在
の
学
説
は
ほ
ぼ
一

(
拘
)

致
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

'3-L.恥

n岡

(
加
)

第
五
に
、
監
督
の
手
段
と
し
て
、

B
G
B
制
定
当
初
の
学
説
は
比
較
的
限
定
的
に
解
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
現
在
の
学
説
は
、

教
示
、
説
明
、
特
定
の
行
為
態
様
の
練
習
、
検
査
(
個
別
的
監
視
)
、
警
告
、
戒
告
、
指
示
、
命
令
、
禁
止
、
一
般
的
監
視
、
行
為
の
不
能

(
加
)

化
、
他
人
の
援
助
の
要
求
等
の
幅
広
い
手
段
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
の
監
督
手
段
の
う
ち
、
個
別
の
事
案
に
お
い
て
い
ず
れ
の
措
置
が
(
場
合

に
よ
っ
て
は
複
数
の
措
置
が
)
必
要
で
あ
る
か
は
相
当
性
の
観
点
の
下
で
定
ま
り
、
危
険
回
避
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
以
上
の
こ
と
を
監
督

(

加

)

(

仰

)

義
務
者
に
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
原
則
と
し
て
右
に
掲
げ
た
順
に
そ
の
厳
格
さ
の
度
合
を
強
め
る
も
の
と
さ
れ
る
。

監
督
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
基
本
理
念
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
関
し
て
学
説
に
お
い
て
は
カ

(
別
)

ズ
ィ
ス
テ
ィ

l
ク
な
記
述
に
終
始
し
て
い
る
。
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同
証
明
責
任
の
分
配

監
督
義
務
違
反
に
関
す
る
証
明
責
任
の
分
配
に
関
し
て
は
近
時
の
学
説
に
詳
細
な
議
論
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
議
論
は
一
般

に
、
監
督
義
務
の
履
行
を
具
体
的
に
も
た
ら
す
事
実
に
つ
い
て
は
監
督
義
務
者
が
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
一
方
で
、
監

督
義
務
の
必
要
性
を
基
礎
づ
け
る
事
実
は
原
告
が
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
原
告
は
「
特
別
な
」
或
い

(
矧
)

は
「
厳
格
な
」
監
督
の
必
要
性
を
基
礎
守
つ
け
る
事
実
を
(
そ
し
て
そ
れ
だ
け
を
)
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

監
督
義
務
の
履
行
を
具
体
的
に
も
た
ら
す
事
実
の
主
張
・
立
証
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
家
庭
内
で
行
わ
れ
、
時
間
の
確
定
等
が
困
難
で
あ
る

(m) 

こ
と
か
ら
、
監
督
義
務
者
に
対
し
て
高
度
の
要
求
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。

監督者責任の再構成 (5) 

「
過
責
」
の
証
明
責
任
の
転
換
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
言
う
「
過
責
」
の
内
容
を
如
何
に
捉
え
る
か
、
又
は
、
そ
も
そ
も
「
過
責
」
が
証

明
責
任
の
転
換
の
対
象
と
な
る
か
に
つ
い
て
論
者
に
よ
り
相
違
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
よ
う
に
「
過
責
」
に
つ
い
て
の
証
明
責

任
の
転
換
を
肯
定
し
、
監
督
の
根
拠
を
基
礎
づ
け
る
事
情
が
存
在
し
且
つ
そ
れ
ら
の
事
情
を
監
督
義
務
者
が
認
識
し
得
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

認
識
し
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
こ
に
言
う
「
過
責
」
に
含
ま
れ
る
と
す
る
近
時
の
学
説
は
、
こ
の
認
識
可
能
性
に
関
す
る
証
明
責
任
を
被
告
た

(
邸
)

る
監
督
義
務
者
側
に
転
換
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
認
識
可
能
性
が
「
過
責
」
に
含
ま
れ
な
い
と
す
る
か
、
又
は
、
「
過
責
」

に
つ
い
て
は
証
明
責
任
が
転
換
さ
れ
な
い
と
す
る
と
見
ら
れ
る
学
説
は
、
両
親
が
監
督
の
根
拠
を
認
識
し
え
た
こ
と
に
つ
い
て
原
告
が
証
明

(
矧
)

責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
特
定
の
監
督
措
置
が
監
督
義
務
者
に
と
っ
て
期
待
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
「
過

(

初

)

(

邸

)

責
」
の
問
題
と
見
る
見
解
と
、
「
監
督
義
務
」
の
内
容
の
決
定
に
際
し
て
既
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る
。

但
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
期
待
可
能
性
を
過
責
と
監
督
義
務
の
い
ず
れ
に
整
除
す
る
に
せ
よ
、
両
親
が
証
明
責
任
を
負
う
と
の
指
摘
が

(
初
)

な
さ
れ
て
い
る
。
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説

附
監
督
の
委
託
の
意
義

最
後
に
、
法
定
監
督
義
務
者
に
と
っ
て
の
監
督
の
委
託
の
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
三
者
に
被
監
督
者
の
監
督
を
委
託
し
た
こ
と
に

(
別
)

よ
っ
て
法
定
監
督
義
務
者
が
監
督
義
務
を
免
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
委
託
者
た
る
監
督
義
務
者
の
委
託
時
の
義
務
内
容
に
関
し
て

は
、
他
の
相
応
し
い
者
に
監
督
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
委
託
し
た
法
定
監
督
義
務
者
の
監
督
義
務
は
受
託
者
の
指
導
、
検
査
や
被
監
督

(
畑
山
)

者
に
関
す
る
受
託
者
へ
の
照
会
等
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
見
解
と
、
監
督
の
委
託
は
委
託
し
た
監
督
義
務
者
の
監
督
義
務
の
範
囲
を
変
え
る

(
制
)

も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
な
お
、
当
該
委
託
が
契
約
に
よ
り
行
わ
れ
た
か
単
な
る
事
実
上
の
引
受
に
よ
り
行
わ
れ
た
か

(
加
)

は
、
委
託
し
た
監
督
義
務
者
の
監
督
義
務
の
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
。

論

(仰

)
B
G
B
八
三
二
条
の
構
造
に
つ
い
て
は
既
に
田
口
・
前
掲
論
文
(
註
U
)
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
が
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
に
お
い
て
新
た
な
研
究

が
公
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
敢
え
て
こ
こ
で
再
び
紹
介
を
す
る
こ
と
と
し
た
。
重
複
す
る
点
が
多
々
あ
る
が
、
ご
寛
容
願
い
た
い
。

(m)
∞
岳
民
2
5・
'r-MS支
え
吉
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∞
出
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∞
凶
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円
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ヨ
ヨ
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〉口出・・
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M
m
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g
z
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?
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四
円
と
し
て
引
用
)
砂
町
S
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S
E
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町
内
定
の
な
ミ
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F
E
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む
か
J(者
向
-
宮
内
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包
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6

-
N
a
b
g
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σ・〉
z
p
3
S
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-
m∞凶
M
m
N
N
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m
o
Eハ
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し
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)
一

U
5
2
吉
川
ミ
S
ミ
君
主
主
2
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ミ
ヨ

hwkT旬、込町
b
s
c
sミ
N
E忌場

E
・7
(
E
n
z
g
E
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a
g
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d
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E
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C
2
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F

E
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R
F
t
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z
p
u
o
C
M
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寝
泊
岡
山
己
(
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下
回
d
z
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と
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て
引
用
)
心
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借
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口
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E
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NR若
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N
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P
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M
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M
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E
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u
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3
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M
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M
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回
g
G
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N
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し
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用
)
・
切
の
切
施
行
後
間
も
な
い
頃
の
も
の
と
し
て
は
例
え
ば
、

3
g
n
F
E
~、崎町、丘町
E
S
C
2
3宮町
F
回心

N・咽(』・
0EH8Ea-
一E
B
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Rechts， Bd.2.， (F.C.B.Mohr， 15.，bearb.Aufl.， 1958)， @242 {3I， S.984; Fikentscher， Sculdrecht， (Walter de Gruyter， 8.Aufl.， 1992)， 

Rz.1300， 1311; LarenzlCanaris， Lehrbuch des Sc加 ldrechts，Bd.II. Halbbd.2.， (C.H.Beck， 13. vりlIigneuverfaste Aufl.， 1994)， @79 IV 1 b， 

5.488; Deutsch， Unerlaubte Handlungen， Schadensersatz und Schmerzensgeld， (Carl Heymann， 3.，erg証nzteAufl.， 1995)， Rz.316，335; 
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VersR2000， 812. 
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一
六
二
六
条
一
一
項
「
子
ど
も
は
、
そ
の
者
が
未
成
年
で
あ
る
限
り
、
父
親
及
び
母
親
の
親
権
の
下
に
あ
る
」
。

二
項
「
父
親
及
、
び
母
親
は
、
以
下
の
規
定
に
お
い
て
異
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
親
権
に
基
づ
い
て
、
子

ど
も
の
身
上
及
び
財
産
を
監
護
す
る
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
一
身
上
及
び
財
産
の
監
護
は
子
ど
も
の
代
理
を
含
む
」
。

一
六
一
三
条
一
項
〔
①
に
同
じ
〕

二
項
「
後
見
裁
判
所
は
申
立
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
に
よ
り
両
親
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
。

③
一
九
七
九
年
改
正
時
(
両
親
と
し
て
の
世
話
の
法
の
新
規
定
の
た
め
の
法
律
)
の
文
言

一
六
二
六
条
一
項
「
父
親
及
、
び
母
親
は
、
未
成
年
の
子
ど
も
の
た
め
に
世
話
を
す
る
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
(
両
親
と
し
て
の
世
話
)
。

両
親
と
し
て
の
世
話
は
、
子
ど
も
の
身
上
(
身
上
の
世
話
相
)
及
び
子
ど
も
の
財
産
(
財
産
の
世
話
)
に
つ
い
て
の
世
話

を
含
む
」
Q

二
項
「
両
親
は
、
保
護
と
教
育
に
際
し
て
、
自
立
し
責
任
を
自
覚
し
た
行
為
に
つ
い
て
の
子
供
の
増
大
す
る
能
力
及
び
増

大
す
る
需
要
を
考
慮
す
る
。
彼
ら
は
子
ど
も
と
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
発
達
水
準
に
応
じ
て
適
当
で
あ
る
限
り
、
両
親
と

し
て
の
世
話
の
問
題
を
話
し
合
い
、
同
意
に
達
す
る
よ
う
に
努
め
る
」
0

一
六
一
一
一
一
条
一
項
「
身
上
の
世
話
は
、
と
く
に
、
子
ど
も
を
保
護
し
、
教
育
し
、
監
督
し
、
及
、
ぴ
、
そ
の
居
所
を
決
定
す
る
権
利
及
、
び

義
務
を
含
む
」
。

二
項
「
屈
辱
的
な
教
育
措
置
は
許
さ
れ
な
い
」
0

三
項
「
後
見
裁
判
所
は
申
立
に
基
づ
い
て
、
身
上
の
世
話
の
行
使
に
つ
い
て
適
切
な
場
合
に
両
親
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
。

④
一
九
九
七
年
改
正
時
(
親
子
関
係
改
正
法
)
の
文
言

一
六
二
六
条
一
項
「
両
親
は
、
未
成
年
の
子
ど
も
の
た
め
に
世
話
を
す
る
義
務
及
び
権
利
を
有
す
る
(
両
親
と
し
て
の
世
話
)
」
0

〔
二
文

は
③
に
同
じ
〕

二
項
〔
③
に
同
じ
〕

三
項
「
双
方
の
親
と
の
交
流
は
通
例
子
ど
も
の
福
祉
に
属
す
る
。
他
の
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
、

説
=仏
画冊
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そ
の
者
と
の
結
び
つ



監督者責任の再構成 (5) 

き
を
子
ど
も
が
有
し
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
彼
の
発
達
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
き
に
は
、
同
様
で
あ
る
」
。

一
↓
ハ
二
二
条
一
項
「
身
上
の
世
話
は
、
と
く
に
、
子
ど
も
を
保
護
し
、
教
育
し
、
監
督
し
、
及
び
、
そ
の
居
所
を
決
定
す
る
義
務
及
び

権
利
を
含
む
」
。

二
項
「
屈
辱
的
な
教
育
措
置
、
と
く
に
身
体
的
及
び
心
理
的
虐
待
は
許
さ
れ
な
い
」
0

三
項
〔
③
に
同
じ
〕

⑤
二
0
0
0
年
改
正
時
(
教
育
に
お
け
る
暴
力
の
排
斥
及
び
児
童
扶
養
法
の
改
正
の
た
め
の
法
律
)
の
文
言

一
六
二
六
条
〔
④
に
同
じ
〕

一
ム
ハ
一
三
条
一
項
及
び
三
項
〔
④
に
同
じ
〕

二
項
「
子
ど
も
は
、
非
暴
力
的
な
教
育
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
身
体
的
処
罰
、
心
理
的
侵
害
、
及
び
、
そ
の
他
の
屈

辱
的
措
置
は
許
さ
れ
な
い
」
o
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、
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二
三
条
に
よ
り
認
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も
の
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よ
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監
督
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引
受
が
あ
る
場
合
に
B
G
B
八
三
一
二
条
二
項
を
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
争
い
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
引
受
が

な
い
場
合
に
同
八
三
二
条
一
項
を
類
推
す
る
か
八
二
三
条
一
項
を
適
用
す
る
か
で
争
い
が
あ
る
。
通
説
は
後
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を
適
用
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匿容器 C銅早田端総量豊4日q~株録~~!:.(;ポエム
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~ Schoof， Die Aゆichtspflichtder Eltern助erihre Kinder i.S.d. @832 Abs.J BGB， (Peter Lang， 1999)， S.112f. ~@:~回会。

(尽)v.Caemmerer，“Wandlungen des Deliktsrecht"， in: v.Caemmerer u.S.W. (hrsg・)， HWldert Jahre Deutsches Rechtsleben， Festschrift zum 

Hunderり:ahrigenBestehen des deutschen Juristentages， Bd.II， (C.F.M凶l灯、 1960)，S.129さ'向。∞<¥¥¥¥\~長f:草壁{\!:I::主 r i<1n絵 (Ano-
malie) J t-ノ時五:--'制:問主己最H~ f: t世{}!;!U 鐙...J\-ノ:科〈 L」や艇杓~，zl'，< .;¥!Jやさ主ぷエ，.>J...JνニrZlO ...J-R...J' ふ穴 lト-i己リ JJ ¥JJ裂γトノエ
rZl(;主主' 告~(;ム4小品時mí昔若干J-%' 1('，，，0 がおや斗，，'占戸、¥1ト-f:ITIl2，盤Uム4与二包'向。ロコく¥¥¥¥ ~持制'~<\\\l\ボ~摺E引\J与む~f:::主'

穏便榊Þ<i主主挙制高囲網f:~.ç持込制穏や時五:--a司 0 査当EEE判明Þ<士1 ìl，\~単血判鮮総榊f:摺悩(;細長主目立込時時単~.q[J (再建'~' ~終日葉区座制f:~費

削f:糊~~起~賠交♂ヰヰrZl単~.q[J，.>J ...J ν f: '$\EEE榊Þ<士主総掛戦時早f: tと待寺三州知同や~~m(~*，ト~~.q[J)下J *，.s::-- (S.119ff.)'議座制

Þ<士1$\銅器血判明f:に終為剣士道や崎ト~~.q[Jf:小斗l'f: ¥話¥J-li宮崎。トJf:ム..，，，U'向。∞ <1111 金保障当~<11111~持U IlIlD小「刑斑」さ'

1:選誼欄掛U~ぎ 0 ド 1斡{同杓 4二時剣士道U約♂ U~送-'='~寝台"("!~f:早ノ嶋崎リ心会♂， JJ~ ♂f:機-þ<士主「俗博会」早J ，\♀，zl'よ)0 糸

、¥If'¥-f: 111田小「如絵」存~ J J f:吋小や艇tぎや尚子~，.>Jヤヰi包'凶0凶 <11111 保f:臥せム)...J\-Jf:議銅器血栴f:~と事lìC 剣士担割~' (銅

器血判f:~要~1II(f:制縦割、年Jj陸自主丈$...J ν) やぶ∞主主U0 エ ν~♀~~' ，*"f: ~G懸命，.>J~~きf:軍当否制維Uまざや ν腿制約ヰヰ吋小。

(詰)Gr巴i仔in:Planck's Kommentar zum Bu句er/ichenGesetzbuch， Bd. II.2. (Walter de Gruyter， 4.，vollig neubearb. Aufl.， 1928)、 ~832 2b、

S.1789 (添いー Planck-Greiff，.>J...Jν広陵);Staudinger-Engelmann， a.a.O. (Fn.222)， IV 2， S.I775; Staudinger-Schafer， a.a.O. (Fn.222)， 
~832 Rz.78; RGRK-Kreft， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.54; Palandt-Thomas， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.14; MunchKomm-Wanger， a.a.O. 

(Fn. 222)， @832 Rz.43; Soergel-Zeuner， a.a.O. (Fn.222)， @832 RZ.23. 

(器)Staudinger-Bel1inglBorges， a.a.O. (Fn.138)， ~832 Rz.145; Staudinger-BellinglBorges (neub巴紅'b.)，(Fn.222)， ~832 RZ.145 

(詰)Soergel-Z巴uner，a.a.O. (Fn.222)， @832 Rz.29. 

(詰)Staudinger-BeIlinglBorges， a.a.O. (Fn.138)， ~832 Rz.6，146; Staudinger守BelIinglBorges(neubearb.)， (Fn.222)， ~832 Rz.6，146. 

(語)Staudinger-BeIlinglBorges， a.a.O. (Fn.138)， @832 Rz.52; Staudinger-BeI¥inglBorges (neubearb.)， (Fn.222)， ~832 Rz.52. 

(詩)Staudinger-Schafer， a.a.O， (Fn.222)， @832 Rz.53ff.; RGRK-Kreft，且.a.O.(Fn.222)， Rz. J 1; Staudinger-BellinglBorges， a.a.O. (Fn.138)， 

@832 Rz.52f.，78; Staudinger-B巴IIinglBorges(neubearbふ(Fn.222)，~832 Rz.52f.，78; MunchKomm-Stein， a.a.O. (Fn，223)， @832 Rz.18; 

Soergel-Zeuner， a.a.O. (Fn.222)， @832 Rz.14f; Ohm，“Die Aufsichtspflicht der Eltern unter Berucksichtigung d巴rneueren 

Rechtsprec 
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時);BemingNortmann， a.a.O. (Fn.226)， S.17; Dahlgrun， Die Aufsichtspflicht der Eltern nach ~832 BGB， (Diss.， 1979)， S.55 

(語)Oertmann， a.a.O. (Fn.222)， ~832 3， S.1099. @:IlIIPJ....)ν， Planck-Greiff， a.a.O. (Fn.232)， ~832 2a， S.1788f; Staudinger-Engelmann， 

a.a.O. (Fn.222)， ~832 IV 1 d， S.I775.科医射やさ， Erman-Drees， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz. 10 ~己「終日，rrr -'J出星団長十余ヤ蛍IE\E~絡むr-(a

， J ムJJ :L 0';ν ti~~出会J~~杓ヰ二時 γ -lIl! ~.J":I:!'(" ，; -'J.....lνエ心。
(言)Staudinger-Schafer， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.56; RGRK-Kreft， a.a.O. (Fn.222)， Rz.lI; Erman-Drees， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.lO; 

Staudinger・BeJlinglBorges，a.a.O. (Fn.138)， ~832 Rz.63; Staudinger-BellinglBorges (neubearb.)， (Fn.222)， ~832 Rz.63; MunchKomm-

Stein， a.a.O. (Fn.223)， ~832 Rz.18; MunchKomm-Wanger， a.a.O. (Fn. 222)， ~832 Rz.126; Soergel-Zeuner， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.14; 

BemingNortmann， a.a.O. (Fn.226)， S.17; Ohm， a.a.O. (Fn.237)， S.781; Dahlgrun， a.a.O. (Fn.237)， S.56. Oertmann， a.a.O. (Fn.222)， 

~832 3， S.1099 .，;o@:Il!ll-'J IT戊&~時。

(完)Staudinger-BelIinglBorges， a.a.O. (Fn.138)， ~832 Rz.2; Staudinger-Belling/Borges (neube訂b.)，(Fn.222)， ~832 Rz三 MunchKomm-

Wanger， a.a.O. (Fn. 222)， ~832 Rz.23，37; BemingNortmann， a.a.O. (Fn.226)， S.17; von Bar， Verkehrspflichten， (Carl Heymann， 1980)， 

~1 III 3a， S.2lf.; Fikentscher， a.a.O. (Fn.222)， Rz.l239; LarenzlCanaris， a.a.O. (Fn.222)， ~79 IV la， S.485; Schlechtriem， Schuldrecht 

Besonder Teil， (Mohr Siebeck， 5.erg証nzteAufl.， 1998)， Rz.835， S‘388f.; Medicus， a.a.O. (Fn.222)， Rz.754; M.Fuchs，“Die 

d巴liktsrechtJicheVerantwortung der Eltem fur Sch証denvon und an Kindem im StrasenverkehrぺNZV1998，8; Hartmann， 
“‘Unmittelbare' und ‘mitteibare' Aufsichtspflicht in ~832 BGBぺVersR1998，23.出殺令子(l.，;oG-'J.....lν，Schoof， a.a.O. (Fn.230)， 
S.lllf. (ミ)....)'康有込トド~.，;o:L組経王手会}単iゆが令。吋小や懸4口'凶0凶 <11111蝶 1 1郵斗吋 r-(a~~出会j髄公時).

(ヨ)Vgl.etwa RGRK-Kreft， a.a.O. (Fn.222)， ~832 RZ.30. 

(言)Staudinger-BelIinglBorges， a.a.O. (Fn.l38)， ~832 Rz.58ff.; Staudinger-BellinglBorges (neubearb.)， (Fn.222)， ~832 Rz.58ff・-

(宮)MunchKomm-Stein， a.a.O. (Fn.223)， ~832 RZ.20 

(ヨ)Staudinger-BellinglBorg巴s，a.a.O. (Fn.138)， ~832 Rz.55; Staudinger-BellinglBorges (neubearb.)， (Fn.222)， ~832 Rz.55; Albilt， H，ゆen

Eltern舟rihre Kinder ?， (Centaurus， Diss.， 1987)， S.235ff.; Aden，“Die Beweislast des KI五gersim ~832 BGBぺMDR1974，1Ouzw. 
(完)屋I:LlIJ1Il同....){.2.，;oGG主主:L'Staudinger-Schafer， a.a.O. (Fn.222)， ~832 RZ.53，56ff.; Erman-Drees， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.1O 
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(Fn.222)， ~832 Rz.14; LarenzlCanaris， a.a.O. (Fn.222)， ~79 IV 2c， S.486f. 腔曝Q事~~IIrG'縦酬 u吋時銅器E械器$G'~五~さ'凶0凶悪

制剤~G''Ù小結u吋や ν笠伽トi縫杓~\-I エャ会や~。

保持， t酌信号己創単価1鮮総桐G'制担当手実主W'\いや艇ヤて相よH酢ト(l.lQ~U\\ エ ν 士主出索令ト(l nn:;~長寺~mミヘ工、与~<-(l O Schmid，“Die Auf-

sichtspflicht nach ~832 BGBへVersRI982，822f.
(完)窓吋包 Oe口mann，a.a.O. (Fn.222)， ~832 3， S.1099 士f 仲.:>J..，p為ゼ鐙ω4号、-='''''~ト君主。 ν エ時 1 J .lJ~隆理事為辰や ν エ ~'J心v士

早J:!::HIII(出会}剖υ。ユムJ -.J ν4ヰ:;;--'十4-t< U~~脅か時事訴J)毛ル草学{l!:!G' !と~謎~q~送G'~雲R但.lJ:;(\.口組草E想醐士主〈側部 Lよ司副会￡ ν:L 会6 -R(¥ 
~吋小~嶋崎。

(ミ)Staudinger-Schafer， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.61; RGRK-Kreft， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.32ff.; ErmaIトDrees，a.a.O. (Fn.222)， ~832 

Rz.lO; Staudinger-BellinglBorges， a.a.O. (Fn.l38)， ~832 Rz.89ff.; Staudinger-BellinglBorges (neubearT.)， (Fn.222)， ~832 Rz.89ff.; 

MunchKomm-St巴in，a.a.O. (Fn.223)， ~832 Rz.20; Pa1andt-Thomas， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.8; Schmid， a.a.O. (Fn.245)， S.823五

(~) Staudinger-BeIlinglBorges， a.a.O. (Fn.l38)， ~832 Rz.90; Staudinger-Bel1inglBorges (neubearb.)， (Fn.222)、 ~832 Rz.90; Staudinger-

BellinglBorges (n巴ube訂'b.)，(Fn.222)， ~832 Rz.90; Albilt， a.a.O. (Fn.244)， S.98; Schmid， a.a.O. (Fn.245)， S.823 

(言)Staudinger-Schafer， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.61; Staudinger-BellinglBorges， a.a.O. (Fn.138)， ~832 Rz.9lff.; Staudinger-BeIlinglBor-

ges (neubearb.)， (Fn.222)， ~832 Rz.9lff.; Albilt， a.a且 (Fn.244)，S.99ff.; Schmid， a.a.O. (Fn.245)， S.823f. 

(毘)Staudinger-Schafer， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.62ff.; RGRK-Kreft， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.35ff.; Erman-Drees， a.a.O. (Fn.222)， ~832 

Rz.10; Staudinger-BellinglBorges， a.a.O. (Fn.I38)， ~832 Rz.97ff.; Staudinger司Be1lingIBorges(neubearT.)， (Fn.222)， ~832 Rz.97ff.; 

MunchKomm-Stein， a.a.O. (Fn.223)， ~832 Rz.22ff.; MunchKomm-Wanger， a.a.O. (Fn. 222)， ~832 Rz.28ff.; Palandt羽lOmas，a.a.O. 

(Fn.222)， ~832 Rz.8; Soergel-Zeuner， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.15ff. IJ G'.lQ~U ¥¥エド快半一子rくさ， r~川 ν G'式:!4目制定斗G'i11際総G'

~<jQ.lJ~~営u，'終々 4ポ肱思年思.lQ(.lJ r封若手U織や~.1 ~芸潔掛E震よj ニ小『議~，入1'\'トィ』災斗G'..，pG'~舵ト(0 1 J 心土!~$~ポニ J

.lJ~で伶。 Larenz/Canaris， a.a.O. (Fn.222)， ~79 IV 2c， S.486. 

(尽)RGRK-Kreft， a.a.O. (Fn.222)， ~832 Rz.29; Staudinger-Be1linglBorges， a.a.O. (Fn.138)， ~832 Rz.14If.; Staudinger-Belling/Borges 

(neub巴arb.)，(Fn.222)， ~832 Rz.141f.; MunchKomm-Stein， a.a.O. (Fn.223)， ~832 Rz.29f.; Dah1grun， a.a.O. (Fn.237)， S.174ff.; Albi1t， 

a.a.O. (Fn.244)， S.242f.; Baumgartel， Handbuch der Beweislast im Privatrecht， Bd.I， (Carl Heymann， 19 
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負
い
、
監
督
義
務
者
は
以
前
の
悪
意
の
あ
る
い
た
ず
ら
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
証
明
責
任
を
負
う
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
を
全
く
説
明
し
て
い
な
い
。
〈
m-・2
♀
ロ
白
}
】
-
加
包
.
p
p
P
0・
Q
P
N
U
3・
ω--z・コミ・・

(
拐
)
〉
・
同
HEnFFE-P0・(明白・コ岱
)wm-
ニ∞・
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障
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説

G
B
八
二
三
条
に
し
か
依
拠
し
得
な
い
こ
と
は
被
害
者
に
と
っ
て
酷
で
あ
る
と
の
論
拠
が
存
在
す
る
と
し
た
上
で
、
こ
の
場
合
に
重
要
な
の
は

講
じ
ら
れ
た
監
督
措
置
が
損
害
回
避
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
だ
け
で
あ
る
と
し
て
批
判
す
る
。
〈
明

--hp-zrego-(明
白
区
品
)
@
∞
-ZA宇均一

g
n
v
r
z
。。『
-
E・o・
(
明
ロ
・
目
。
)
・
∞
・
弓
ベ
リ
ン
グ
H

ポ
ル
ゲ
ス
ら
の
見
解
は
、
組
織
構
成
義
務

B
a
s
-
8
5ロ母国
EM円
)
の
一
種
と
し
て
の
団
体

構
成
上
の
(
志
号

S
S畠
z
m
F
)

組
織
構
成
義
務
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
〈
包
乙
凶
向
。
白
・
向
。

(
E
-
E
3・
m-
民∞・

論

わ
が
国
の
民
法
七
一
四
条
と
の
相
違

第
二
項

以
上
の
よ
う
な
概
観
を
有
す
る

B
G
B
八
三
二
条
一
項
と
わ
が
国
の
七
一
四
条
一
項
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
規
定
の
体
裁
か
ら
言
え
ば

第
一
節
の
官
頭
で
掲
げ
た
よ
う
に
、
第
一
に
、
前
者
で
は
責
任
の
補
充
性
が
な
い
点
、
す
な
わ
ち
、
親
は
子
の
不
法
行
為
能
力
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
こ
の

B
G
B
八
三
二
条
一
項
に
よ
り
責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
点
、
第
二
に
、
同
様
に
前
者
で
は
監
督
義
務
慨
怠
の
有
無
の
み

(加

l
l
)

な
ら
ず
監
督
義
務
慨
怠
と
損
害
発
生
と
の
聞
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
も
証
明
責
任
が
転
換
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
第
二
点
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
起
草
者
は
、
損
害
の
発
生
防
止
が
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
意

(

刷

出

)

識
的
に
監
督
義
務
慨
怠
と
損
害
の
因
果
関
係
の
推
定
規
定
を
置
か
な
い
こ
と
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
(
か
つ
て
の
)
通
説
は
、

監
督
義
務
慨
怠
と
損
害
発
生
と
の
聞
の
因
果
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
に
監
督
義
務
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
不
能
を
強
い
る
こ
と
で

あ
る
等
と
し
て
、
七
一
四
条
に
お
い
て
こ
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
の
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
承
認
し
、
そ
れ
故
、
そ
の

(
抑
)

不
存
在
を
-
証
明
す
る
こ
と
に
よ
る
免
責
を
監
督
義
務
者
に
許
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
わ
が
国
の
七
一
四
条
一
項
と

B
G

(
加
)

B
八
三
二
条
一
項
と
の
間
で
、
規
定
の
体
裁
と
は
異
な
り
、
少
な
く
と
も
解
釈
論
上
は
実
質
的
な
相
違
が
な
い
と
圭
一
守
え
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
第
一
点
に
つ
い
て
は
、
責
任
の
補
充
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
結
果
、

B
G
B
八
三
二
条
で
は
子
の
責
任
能
力
の
有
無
を
問

わ
ず
、
監
督
義
務
慨
怠
及
び
そ
れ
と
損
害
発
生
と
の
聞
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
証
明
責
任
が
転
換
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
、
責
任
能

北法56(5・238)2254



力
者
た
る
子
の
親
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
の
と
は
異
な
り
、
自
ら
監
督
義
務
慨
怠
又
は
因
果
関
係
の
不
存
在
を
主
張
・

立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
れ
も
わ
が
国
に
お
け
る
の
と
は
異
な
り
、
七
歳
の
子
ど
も
に
つ
い

(
加
)

て
も
責
任
能
力
が
比
較
的
容
易
に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
監
督
義
務
者
が
責
任
能
力
者
た
る
子
ど
も
の
加
害
行
為
に
関
し
て
監
督
義
務
違

反
等
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
を
負
担
す
る
ケ
!
ス
が
そ
れ
だ
け
多
く
な
り
、
外
見
上
わ
が
国
と
の
隔
た
り
が
一
層
大
き
く
な
る
よ
う
に
見
え

る
。
そ
の
結
果
、
と
く
に
わ
が
国
で
一
般
に
責
任
能
力
の
有
無
の
分
水
嶺
と
さ
れ
て
い
る
一
一
一
歳
よ
り
上
の
子
ど
も
達
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ

に
お
け
る
法
状
況
は
わ
が
国
に
お
け
る
法
状
況
よ
り
も
被
害
者
に
有
利
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
既
に
見
た
ド
イ
ツ
の
学
説
、
が
述
べ
る
よ
う
に
、
監
督
義
務
悌
怠
に
関
し
て
監
督
義
務
の
履
行
を
具
体
的
に
も
た
ら
す
事
実
に
つ

い
て
は
監
督
義
務
者
が
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
監
督
義
務
の
必
要
性
を
基
礎
づ
け
る
事
実
は
原
告
が
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
証
明
責
任
の
分
配
は
む
し
ろ
わ
が
国
の
七

O
九
条
責
任
に
お
い
て
見
ら
れ
る
法
状
況
と
類
似
し
て
こ
よ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
わ
が
国
の
七

O
九
条
責
任
に
関
し
て
も
証
明
責
任
の
一
般
原
則
に
従
え
ば
、
被
害
者
た
る
原
告
は
請
求
の
根
拠
と
し
て
監
督
義
務
違
反

(
揃
)

を
基
礎
づ
け
得
る
事
実
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
一
部
の
論
者
が
述

べ
る
よ
う
に
、
監
督
義
務
の
履
行
を
具
体
的
に
も
た
ら
す
事
実
の
主
張
・
立
証
に
つ
い
て
は
監
督
義
務
者
に
対
し
て
高
度
の
要
求
が
な
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
状
況
は
一
層
わ
が
国
の
七
O
九
条
責
任
に
関
す
る
法
状
況
に
類
似
し
て
こ
よ
う
。
か
え
っ

て
、
わ
が
国
で
一
般
に
責
任
能
力
の
否
定
さ
れ
る
一
一
一
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
達
に
関
し
て
、
そ
の
親
の
七
一
四
条
責
任
を
追
及
す
る
被
害

監督者責任の再構成 (5) 

わ
が
国
の
法
状
況
の
方
が
被
害
者
に
有
利
で
あ
る
と
言
え
よ
、
っ
。

も
っ
と
も
、
裁
判
実
務
に
お
い
て
現
実
に
こ
の
よ
う
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
は
、
実
際
に

B
G
B
八
三
一
一
条
一
項
に
関
す
る

jヒi去56(5・239)2255

者
は
子
ど
も
の
加
害
行
為
及
び
損
害
発
生
(
並
び
に
両
者
の
因
果
関
係
)
、
被
告
た
る
親
が
法
定
監
督
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
・

(
加
)

立
証
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
規
定
の
体
裁
と
は
裏
腹
に
、
と
く
に
一
二
歳
未
満
の
子
ど
も
の
加
害
行
為
に
関
し
て
、



説

裁
判
例
を
検
討
し
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
本
款
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
監
督
義
務
の
具
体
的
内
容
を
知
る
た

め
に
も
現
実
の
裁
判
例
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現
実
の
裁
判
例
の
検
討
を
通
し
て
本
稿
の
提
示
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た

=-A 
日間

め
の
手
が
か
り
を
得
た
い
。

(加
l
l
)
前
註
1

1
参
照
。
現
行
法
で
は
こ
の
間
題
は
生
じ
な
い
。

(
加
)
前
掲
『
議
事
速
記
録
』
(
註
お
)
四
一
ノ
四
丁
以
下
(
穂
積
陳
重
発
一
言
)

0

(
加
)
末
弘
・
前
掲
書
(
註
臼
)
一
O
七
七
頁
、
中
村
・
前
掲
書
(
註
日
)
七
九
O
頁
、
我
妻
・
前
掲
書
(
註
9
)

一
五
九
頁
、
石
田
・
前
掲
書
(
註

印
)
二
七
O
頁
、
勝
本
・
前
掲
室
田
(
註

ω)
一
一
一
一
五
頁
以
下
、
四
宮
・
前
掲
書
(
註
即
)
六
七
七
頁
以
下
、
潮
見
・
前
掲
書
(
註
山
)
六
八
頁
、

同
・
前
掲
「
不
法
行
為
」
(
註
川
)
一
九
八
頁
、
田
井
・
前
掲
書
(
註
肌
)
二
五
五
頁
、
沢
井
・
前
掲
書
(
註
川
)
二
八
六
頁
、
吉
村
・
前
掲
書

(
註
川
)
一
七
七
頁
。
こ
れ
に
反
対
す
る
学
説
と
し
て
、
菱
谷
・
前
掲
書
(
註
紅
白
)
二
九
四
頁
以
下
、
鳩
山
・
前
掲
書
(
註
日
)
九
O
七
頁
、

岡
村
・
前
掲
書
(
註
日
)
七
O
八
頁
、
宗
宮
・
前
掲
論
文
(
註
日
)
一
一
一
一
頁
以
下
、
戒
能
・
前
掲
書
(
註
侃
)
四
七
八
頁
、
山
本
(
進
)
・
前
掲

書
(
註
刊
)
二
四
O
頁
以
下
。
内
田
・
前
掲
書
(
註
別
)
三
七
O
頁
も
同
旨
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
既
に
寺
田
正
春
「
未
成
年
者
と
監
督
義
務
者
一
複
数
の
監
督
義
務
者
」
『
判
タ
』
三
九
三
号

(
昭
和
五
四
年
)
一
一
八
頁
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
七
一
四
条
の
帰
責
根
拠
を
如
何
に
解
す
る
か
と
い
う
点
と
密
接
に
関
係
し
て
い
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
同
条
の
帰
寅
根
拠
を
過
失
責
任
原
則
以
外
に
求
め
る
見
解
は
、
監
督
義
務
僻
怠
と
損
害
発
生
と
の
因
果
関
係
の
有
無
を
間
わ
ず
、

損
害
が
発
生
し
た
以
上
監
督
義
務
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
傾
向
を
示
す
。
宗
宮
・
前
掲
論
文
二
二
頁
以
下
、
山
本
(
進
)
・
前
掲
書
二
四

O
頁
以
下
な
ど
参
照
。

ま
た
、
以
上
の
よ
う
に
因
果
関
係
の
要
否
と
い
う
問
題
の
立
て
方
と
は
異
な
り
、
当
該
損
害
が
義
務
射
程
の
範
囲
内
に
あ
る
こ
と
が
必
要
か

否
か
と
い
う
問
題
の
立
て
方
を
し
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
。
平
井
・
前
掲
書
(
註
山
)
二
二
O
頁
。
こ
れ
は
、
不
作
為
不
法
行

為
に
お
け
る
因
果
関
係
に
関
す
る
平
井
教
授
の
理
解
に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
平
井
宜
雄
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』
(
東
京
大
学
出
版
会
・
昭

和
国
六
年
)
四
三
五
頁
以
下
(
以
下
「
理
論
」
と
し
て
引
用
)
及
び
平
井
・
前
掲
書
八
三
頁
参
照
。
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監督者責任の再構成 (5) 

(
加
)
監
督
義
務
違
反
と
損
害
発
生
と
の
聞
の
因
果
関
係
不
存
在
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
大
判
大
正
四
年
四
月
二
九
日
(
民
録
二
一
輯
六
O
六
頁
)

が
、
七
一
五
条
の
免
責
立
証
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
「
相
当
ノ
注
意
ヲ
為
ス
モ
損
害
カ
生
ス
ヘ
カ
リ
シ
ト
キ
ト
ハ
使
用
者
カ
被
用
者
ノ
選
任
及
ヒ

監
督
ニ
付
キ
相
当
ノ
注
意
ヲ
為
ス
モ
損
害
発
生
ノ
到
底
避
ク
ヘ
カ
ラ
サ
リ
シ
コ
ト
ノ
明
確
ナ
ル
場
合
ヲ
指
称
ス
ル
」
と
し
て
お
り
、

B
G
B
八

三
二
条
に
お
け
る
証
明
の
程
度
と
同
様
に
、
高
度
の
証
明
を
要
求
し
て
い
る
。

(
加
)
〈
m--盟国
E
5
m
q
I∞n
E廿
叫
O
F
白血。・(明ロ・
M
M
M
)
ふ∞
ω
∞m
N
a
N
ケ

二
O
O
二
年
七
月
一
九
日
の
損
害
賠
償
法
規
定
の
改
正
の
た
め
の
第
二
法
律

(
N
g
g
g
o
g
g
N
N尾
〉
E
m
E
E岡
田
与
包
2
5
2己
N
Z
n
z
z
n
z
q

〈
2
2
Fユコ
m
p
図
。
巴
・
同
印
-
N
a
E
)
で
の
改
正
に
よ
る

B
G
B
八
二
八
条

一
項
「
七
歳
未
満
の
者
は
、
他
人
に
加
え
る
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
」
。

二
項
「
七
歳
以
上
一

O
歳
未
満
の
者
は
、
自
動
車
、
軌
道
鉄
道
ま
た
は
懸
垂
式
鉄
道
が
関
係
す
る
事
故
の
場
合
に
相
手
方
に
対
し
て
惹
起

し
た
損
害
に
つ
い
て
、
責
任
を
負
わ
な
い
。
こ
の
者
が
当
該
侵
害
を
故
意
に
惹
起
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
。

三
項
「
七
歳
以
上
一
八
歳
未
満
の
者
は
、
加
害
行
為
の
当
時
責
任
を
認
識
す
る
の
に
必
要
な
弁
識
カ
を
有
し
な
い
と
き
は
、
他
人
に
加
え

る
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
。
聾
唖
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
」
。

二
O
O
二
年
の
改
正
は
従
来
の
一
項
と
二
項
の
間
に
新
た
に
二
項
を
追
加
し
、
こ
れ
に
伴
い
従
来
の
二
項
を
三
項
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
改
正
後
の
二
項
に
つ
い
て
は
、
潮
見
佳
男
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
損
害
賠
償
法
規
定
の
改
正
と
交
通
事
故
賠
償
法
の
課
題
」
『
民
商
』
-
二
五
巻

二
号
(
平
成
一
一
一
一
年
)
一
五
五
頁
以
下
参
照
。

な
お
、
日
本
語
訳
は
、
一
項
及
び
三
項
に
つ
い
て
は
椿
他
・
前
掲
書
(
註
川
)
一
=
二
頁
を
参
考
と
し
、
二
項
に
つ
い
て
は
潮
見
・
前
掲
論

文
に
よ
っ
た
。

(
捌
)
平
井
・
前
掲
書
(
註
山
)
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

(
加
)
平
井
・
前
掲
書
(
註
山
)
一
一
一
一
一
一
良
、
山
本
和
敏
「
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
お
け
る
要
件
事
実
」
鈴
木
忠
一

H
三
カ
月
章
(
監
)
『
新
・
実
務

民
事
訴
訟
法
講
座
4

不
法
行
為
訴
訟
I
』
(
日
本
評
論
社
・
昭
和
五
七
年
)
一
二
三
六
頁
以
下
、
村
上
博
巳
『
証
明
責
任
の
研
究
〔
新
版
〕
』
(
有

斐
閣
・
昭
和
六
一
年
)
二
九
四
真
。
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説論

裁
判
例
の
紹
介
と
分
析
1

監
督
義
務
違
反
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
監
督
義
務
の
構
造
の
視
点
か
ら
l

本
節
で
は
、
第
一
章
で
提
起
し
た
問
題
、
す
な
わ
ち
、
七
O
九
条
責
任
に
関
し
て
裁
判
例
に
お
け
る
異
な
る
監
督
義
務
を
い
か
に
使
い
分

け
る
べ
き
か
、
ま
た
、
一
般
的
監
督
義
務
が
い
か
な
る
帰
責
根
拠
に
基
づ
く
も
の
と
解
さ
れ
る
べ
き
か
、
七
一
四
条
責
任
に
関
し
て
親
の
一

般
的
監
督
義
務
悌
怠
が
否
定
さ
れ
る
余
地
は
な
い
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
い
か
な
る
場
合
か
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
手
が
か
り
を

得
る
た
め
、

B
G
B
八
三
二
条
一
項
に
関
す
る
裁
判
例
を
紹
介
・
検
討
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
紹
介
・
検
討
に
際
し
て
は
、
わ
が
国
の
裁

判
例
と
の
対
比
・
相
違
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
も
、
わ
が
国
の
裁
判
例
の
紹
介
・
検
討
に
際
し
て
用
い
た
視
点
と
同
様
の
視
点
を
用
い
る
こ

第
二
節

北法56(5・242)2258

と
と
す
る
。

ま
た
、
わ
が
国
の
裁
判
例
の
紹
介
・
検
討
に
際
し
て
述
べ
た
の
と
同
様
の
理
由
か
ら
、
裁
判
例
を
子
の
年
齢
に
応
じ
て
分
類
し
、
検
討
す

る
こ
と
と
す
る
。
但
し
、
前
述
の
よ
う
に

B
G
B
八
三
二
条
が
監
督
者
責
任
の
補
充
性
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
で

は
親
の
責
任
を
検
討
す
る
際
に
子
ど
も
が
責
任
能
力
者
で
あ
る
か
否
か
は
決
定
的
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
子
の
責
任
能
力
の
有
無
が

明
ら
か
で
な
い
裁
判
例
が
多
い
。
そ
こ
で
、
七
歳
未
満
の
未
成
年
者
は
絶
対
的
責
任
無
能
力
者
と
さ
れ
る
て
い
る

(
B
G
B
八
二
八
条
一
項
)

こ
と
、
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
で
は
七
歳
の
子
ど
も
で
も
比
較
的
容
易
に
責
任
能
力
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
(
わ

が
国
の
裁
判
例
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
)
わ
が
国
の
責
任
能
力
の
境
界
線
が
一
二
歳
付
近
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
①

責
任
能
力
を
有
す
る
か
又
は
責
任
能
力
の
有
無
が
不
明
な
一
六
歳
以
上
の
未
成
年
者
に
関
す
る
裁
判
例
(
第
一
款
)
、
②
責
任
能
力
を
有
す

る
か
又
は
責
任
能
力
の
有
無
が
不
明
な
一
二
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
未
成
年
者
に
関
す
る
裁
判
例
(
第
二
款
)
、
③
責
任
能
力
を
有
す
る
か

又
は
責
任
能
力
の
有
無
が
不
明
な
七
歳
以
上
一
二
歳
未
満
の
未
成
年
者
に
関
す
る
裁
判
例
(
第
三
款
)
、
④
七
歳
未
満
の
未
成
年
者
及
び
責

任
無
能
力
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
未
成
年
者
に
関
す
る
裁
判
例
(
第
四
款
)
に
分
類
し
て
検
討
を
試
み
た
い
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
の
裁
判

例
の
検
討
に
際
し
て
行
っ
た
の
と
同
様
の
類
型
化
を
す
る
こ
と
と
す
る
。



責
任
能
力
あ
る
又
は
責
任
能
力
の
有
無
が
不
明
な
一
六
歳
以
上
の
未
成
年
者
に
関
す
る
裁
判
例

第
一
項
故
意
の
犯
罪
に
関
す
る
裁
判
例

こ
の
類
型
に
関
す
る
公
表
裁
判
例
は
こ
れ
ま
で
に
一
一
件
存
在
す
る
。

第
一
款

(
加
)

一
九
O
九
年
二
月
二
日
判
決

[瑚
]
O
F
O
N
d司
包

σ『
c
n
r
g

【
事
案
】
公
証
人
役
場
で
働
く
A

求
認
容
。

Y
の
控
訴
棄
却
。

(
一
七
歳
半
男
)

の
故
意
に
よ
る
ナ
イ
フ
で
の
X
の
刺
傷
。

X
か
ら

A
の
父

Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請

監督者責任の再構成 (5) 

【
判
旨
】

A
は
一
五
歳
か
ら
一
八
歳
ま
で
に
五
件
の
ナ
イ
フ
で
の
事
件
を
起
し
、
実
業
中
等
学
校

(mgznvz-n)
を
退
学
さ
せ
ら
れ
、
悪

い
仲
間
に
加
わ
り
、
夜
中
に
武
器
を
携
え
て
通
り
を
う
ろ
つ
く
な
ど
し
て
い
た
。

Y
は
息
子
の
「
愚
行
」
を
知
っ
て
い
た
。
「
と
く
に
Y
は

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
、
:
:
:
息
子
が
夜
中
に
通
り
を
う
ろ
つ
か
な
い
よ
う
に
、
武
器
を
所
持
し
な
い
よ
う
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
」
。
家
の
鍵
の
取
り
上
げ
、
公
証
人
か
ら
の
報
酬
を
僅
か
な
小
遣
い
し
か
渡
さ
ず
に
い
る
こ
と
、
武
器
の
取
扱
の
禁
止
、
実
際
に
発
見
さ

れ
た
武
器
の
段
減
又
は
完
全
に
安
全
な
保
管
、
身
体
、
衣
服
等
の
頻
繁
な
捜
索
、
夜
中
に
家
に
い
る
か
否
か
の
厳
格
な
検
査
等
の
手
段
を
用

い
る
こ
と
が
で
き
、
最
後
に
、
全
て
効
果
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
肉
体
的
な
懲
罰
に
よ
っ
て
命
令
と
禁
止
に
従
う
よ
う
に
強
い
る
試
み
が

残
っ
て
い
た
。
「
B
G
B
八
三
二
条
に
よ
り
教
育
の
慨
怠
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
監
督
義
務
の
悌
怠
が
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
正
し
い
。
:
:
:
し
か
し
、
本
件
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
両
者
の
概
念
を
互
い
に
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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一
七
歳
の
男

性
:
:
:
の
場
合
、
単
な
る
監
督
で
足
り
る
の
で
は
な
い
。
公
衆
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
て
い
る
教
育
措
置
も
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

【
検
討
】
父
親
が
、
ナ
イ
フ
で
の
事
件
等
の
息
子
の
「
愚
行
」
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
ナ
イ
フ
を
所
持
し
て
の
俳
佃
を
防
止
す

る
義
務
を
課
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
監
督
」
と
「
教
育
」
が
不
可
分
の
場
合
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は
A
ケ

l
ス

(「ナ



説

イ
フ
で
の
事
件
」
)
0

論

[
附
]
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
有
。
)

(
抑
)

一
九
一
三
年
二
一
月
一
五
日
判
決
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【
事
案
】
蹄
鉄
工

A
(
二
O
歳
男
)
は
陪
一
嘩
に
際
し
て

B
を
リ
ボ
ル
パ

l
で
射
殺
し
た
。
本
件
加
害
行
為
時
、

A
は
父

Y
と
仲
違
い
を
し
、

既
婚
の
姉

C
の
下
、
有
償
で
住
居
と
食
事
を
得
て
い
た
。

B
の
遺
族
X
ら
か
ら
A
及
び
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
上
告
棄

却
【
判
旨
}
B
G
B
二
ハ
一
一
二
条
の
「
教
育
義
務
は
教
育
を
必
要
と
す
る
子
供
た
ち
の
た
め
だ
け
に
奉
仕
す
る
も
の
な
の
で
、
父
親
は
第
三
者

に
対
し
、
そ
の
教
育
が
好
都
合
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
く
と
も
よ
い
」
。
純
粋
な
教
育
的
措
置
と
し
て
の
監
督

は、

B
G
B
八
三
二
条
の
父
親
の
監
督
義
務
で
は
な
い
。
こ
の
監
督
義
務
は
、
教
育
目
的
そ
れ
自
体
と
は
関
係
が
な
く
、
対
外
的
に
の
み
、

父
親
が
そ
の
子
ど
も
を
十
分
に
監
督
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
未
成
年
の
子
ど
も
に
よ
り
加
害
さ
れ
た
第
三
者
は
父
親
に
責
任
を
負

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
し
て
第
三
者
を
保
護
す
る
た
め
に
存
在
す
る
。
従
っ
て
、

Y
が
A
に
有
効
な
教
育
を
し
て
お
ら
ず
、

厳
格
な
教
育
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
考
量
は
全
て
、

B
G
B
八
三
二
条
の
観
点
の
下
に
お
い
て
の
み
検
討
さ
れ

る
べ
き
問
題
に
と
っ
て
、
そ
れ
自
体
法
的
に
無
意
味
で
あ
る
。
「
し
か
し
、
事
実
の
観
点
に
お
い
て
、

B
G
B
一
六
一
一
二
条
に
よ
る
教
育
が

好
都
合
な
結
果
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
一
層
厳
格
に
、
第
三
者
を
従
順
で
な
い
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
加

害
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、

B
G
B
八
一
一
一
一
一
条
に
よ
る
父
親
の
監
督
が
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
教
育
と
監
督
が
相
関

関
係
に
あ
る
こ
と
は
容
易
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
う

も
っ
と
も
、
単
に
A
を
監
視
で
き
る
よ
う
、
独
立
の
生
計
を
立
て
て
別
居
す
る
ほ
ぼ
成
人
し
た
息
子
の
秩
序
正
し
い
生
活
に
あ
ら
ゆ
る
手

段
で
介
入
す
る
こ
と
を
Y
に
要
請
す
る
こ
と
は
監
督
義
務
の
誇
張
で
あ
る
。
主
任
司
祭
に
働
き
か
け
さ
せ
る
等
の
措
置
を
正
当
と
思
わ
せ
る
、



第
三
者
を
危
殆
化
す
る

A
の
だ
ら
し
な
い
行
状
は
、
以
前
に
彼
が
行
っ
た
乱
暴
を
考
慮
し
て
も
問
題
と
な
ら
な
い
。
「
そ
れ
ど
こ
ろ
か
Y
は、

成
人
す
る
少
し
前
の
息
子
が
意
固
地
な
道
を
行
き
、
そ
こ
か
ら
完
全
に
さ
す
ら
う
危
険
を
冒
し
た
こ
と
か
ら
な
お
さ
ら
〔
主
任
司
祭
に
よ
る

働
き
か
け
等
の
措
置
を
講
じ
る
根
拠
が
な
か
っ
た
の
〕
で
あ
る
」
。

Y
が
A
と
連
絡
を
取
り
、

C
に
A
を
綿
密
に
監
視
さ
せ
て
い
た
と
す
れ

ば、

Y
は
A
の
拳
銃
の
所
持
を
知
り
得
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
息
子
が
密
か
に
リ
ボ
ル
パ
ー
を
調
達
し
、
警
察
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
許
可
証

な
く
し
て
そ
れ
を
携
帯
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
喧
嘩
や
そ
の
他
の
と
き
に
故
意
に
人
に
向
け
て
こ
れ
を
発
射
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
と

Y

が
想
像
で
き
た
と
何
ら
か
の
形
で
事
実
に
関
し
て
認
定
で
き
さ
え
す
れ
ば
、
法
的
に
正
当
で
あ
ろ
う
」
o

し
か
し
、
「
息
子
の
行
態
が
そ
の
よ

う
に
疑
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
行
態
が
リ
ボ
ル
パ

l
の
悪
用
の
危
険
を
明
る
み
に
出
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

Y
が
家
の

外
に
住
ん
で
い
る
、
独
立
し
且
つ
ほ
ぼ
成
人
し
た
息
子
を
至
る
所
で
親
族
に
よ
り
綿
密
に
監
視
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
場
合
、

B
G
B
八
三
二
条
に
よ
る
監
督
義
務
は
不
適
切
に
誇
張
さ
れ
る
」
。

【
検
討
}
一
般
論
と
し
て
「
監
督
と
教
育
の
分
離
」
原
則
及
び
監
督
と
教
育
の
相
関
関
係
を
説
い
て
お
り
、
「
分
離
」
原
則
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
一
一
年
二
月
一
六
日
判
決

(m)
に
な
ら
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
本
判
決
は
、
両
親
は

教
育
の
成
果
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
と
も
し
て
お
り
、
監
督
と
教
育
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

事
案
と
し
て
は

C
ケ
i
ス
(
乱
暴
)
。
拳
銃
所
持
に
関
す
る
検
査
義
務
の
一
環
と
し
て
の
子
を
家
に
連
れ
戻
す
義
務
を
教
育
的
見
地
か
ら

否
定
し
て
い
る
他
、
子
の
行
態
を
監
視
す
る
義
務
に
つ
い
て
拳
銃
所
持
等
の
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て
い
る
。

監督者責任の再構成 (5) 

[
別
]
列
。

(
加
)

【
事
案
】

A
(
一
六
歳
男
)
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
未
成
年
者
の
補
導
に
関
す
る
法
律
百
四
回
目
R
5
2
a芯
毘
司
8
8
0
E
S
c
a
冨

-E3.佐
ユ
mR)

に
よ
り
収
容
さ
れ
て
い
た
教
育
施
設
か
ら
逃
げ
出
し
、
父
Y
の
家
に
い
た
と
こ
ろ
、

A
を
捕
ま
え
に
来
た
警
察
官
X
に
対
し
て

Y
の
猟
銃
を

(m) 

一
九
二

O
年
三
月
一
五
日
判
決

北法56(5・245)2261



説

発
砲
し
、

X
は
負
傷
し
た
。

X
か
ら
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
上
告
棄
却
。

{
判
旨
】
補
導
の
期
間
中
に
子
ど
も
が
教
育
施
設
か
ら
脱
走
し
て
家
族
の
と
こ
ろ
に
帰
り
且
つ
両
親
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
場
合
、
両

親
の
監
督
義
務
は
元
通
り
効
力
を
生
じ
る
。

Y
は
A
が
家
に
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

Y
は
A
の
性
格
か
ら
し
て
A
が
撃
鉄
の
欠
け
て
い

る
銃
を
使
っ
て
悪
さ
を
し
で
か
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
信
頼
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
「

Y
は
、
銃
の
安
全
な
保
管
に
つ
い
て

も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
銃
を
危
険
の
な
い
物
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

Y
は
、
彼
の
不
動
産
に

=人
白岡

お
け
る
局
限
さ
れ
た
状
況
か
ら
、
息
子
が
彼
の
有
す
る
多
く
の
自
由
時
間
の
中
で
銃
の
と
こ
ろ
で
な
に
や
ら
ご
そ
ご
そ
や
り
、
そ
の
銃
を
発

射
準
備
の
で
き
た
状
態
に
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
可
能
性
を
予
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
。
「
Y
は、

A
の
到
着
後
直
ち
に
教
育
施
設
に

報
告
し
、
こ
の
教
育
施
設
を
し
て
息
子
を
連
れ
帰
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
。

【
検
討
】
銃
の
使
用
の
予
見
可
能
性
を
肯
定
し
、
銃
の
安
全
な
保
管
、
さ
ら
に
教
育
施
設
へ
の
通
知
を
行
う
義
務
を
親
に
課
し
て
い
る
。
事

案
と
し
て
は

C
(補
導
の
原
因
と
な
る
よ
う
な
子
の
行
状
等
)
及
、
び
官

(
猟
銃
)

ケ
ー
ス
。

(m) 

[
肌
]
。
「
。
国
内
C
Z

一
九
五
六
年
二
一
月
四
日
判
決

【
事
案
】
養
蜂
業
者

B
の
家
に
宿
泊
し
、
賄
を
受
け
て
い
た
商
業
徒
弟

(ZEn--E伺回
目
白

E
E伺
)
A

窃
盗
。

B
の
住
居
及
、
ぴ
経
営
体
は
A
の
両
親
Y
ら
の
住
居
か
ら
約
七
、
八
回
離
れ
、
小
規
模
な
経
営
体
の
た
め

B
家
で
の
A
の
自
由
時
間
は

多
く
、
さ
ら
に
最
初
の
犯
行
後
間
も
な
く
し
て

B
の
妻
が
旅
行
に
出
た
た
め
、

A
は
そ
の
間
一
人
で
あ
っ
た
。
被
害
者
の
一
人

X
か
ら

Y
ら

に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
ら
の
控
訴
棄
却
。

(m) 

【
判
旨
】
商
業
徒
弟
に
つ
い
て
は
、
営
業
徒
弟

(
m
m
S号
ロ
♀
R
E
E
E
m
)
の
場
合
と
異
な
り
、
商
法

(
H
G
B
)
七
六
条
が
適
用
さ
れ
る

結
果
、
原
則
と
し
て
両
親
の
法
定
監
督
義
務
は
制
限
さ
れ
な
い
。

(
一
七
歳
男
)
に
よ
る
自
動
車
の
連
続

北法56(5・246)2262



商
業
徒
弟
が
親
方
(
円
、
仰
向
島
自
)
の
家
庭
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
き
に
は
、
経
営
体
の
諸
事
情
を
含
む
委
託
自
体
の
必
要
性
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
こ
の
と
き
、
そ
の
子
が
親
方
の
家
庭
共
同
体
に
移
住
す
る
こ
と
が
適
切
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
親
方
本
人
の

状
況
に
も
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、
両
親
に
対
し
て
そ
の
法
定
監
督
義
務
の
範
囲
内
で
引
き
続
き
期
待
し
得
る
の
は
、
そ
の

子
ど
も
が
親
方
の
家
庭
共
同
体
の
中
で
も
引
き
続
き
必
要
な
保
護
と
監
督
を
受
け
て
い
る
か
否
か
、
と
き
お
り
現
地
で
も
確
か
め
る
こ
と
で

あ
る
」
。

Y
ら
の
住
居
が

B
の
経
営
体
か
ら
僅
か
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、

B
で
の
仕
事
が
僅
か
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
等
か
ら
、

B
家
で

A

を
引
き
受
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
「
勝
手
に
や
む
を
得
な
い
理
由
も
な
く
そ
の
子
ど
も
に
関
す
る
監
督
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
か
或
い
は

放
棄
し
た
両
親
は
、
そ
の
子
ど
も
が
、
注
意
深
く
且
つ
誠
実
に
検
査
を
し
た
場
合
に
、
今
や
監
督
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
子
ど
も

が
そ
の
特
性
と
性
格
的
素
質
の
た
め
に
悪
の
道
に
入
り
、
と
く
に
第
三
者
に
違
法
に
損
害
を
加
九
る
こ
と
が
排
除
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
保
護
及
び
監
督
下
に
置
か
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
原
審
は
「
両
親
で
あ
る

Y
ら
に
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
の
あ
り
得
な
い
、
そ
の
未
成
年
者
の
情
緒
不
安
定
な
態
度
を
、
さ
ら
に
:
:
:
そ
の
未
成
年
者
の
自
動
車
の
運
転
に
対
す
る
熱

中
、
及
、
び
、
遅
く
に
外
出
す
る
彼
の
傾
向
を
持
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
監
督
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
、
:
:
:
両
親
で
あ
る
Y
ら
が
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
の
全
て
で
あ
る
」
。

監督者責任の再構成 (5) 

{
検
討
】
監
督
の
委
託
に
つ
い
て
、
委
託
そ
の
も
の
の
必
要
性
・
適
切
性
の
検
査
(
受
託
者
の
適
切
さ
の
検
査
を
含
む
)
、
委
託
後
の
受
託

者
に
よ
る
監
督
状
況
の
検
査
を
行
う
義
務
を
親
に
課
す
。
ま
た
、
子
の
「
自
動
車
の
運
転
に
対
す
る
熱
中
」
等
に
つ
い
て
の
認
識
可
能
性
を

認
め
、
こ
の
認
識
可
能
性
に
基
づ
い
て
監
督
義
務
者
自
身
に
よ
る
監
督
措
置
を
要
求
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
最
初
の
犯

行
以
降
は

A
ケ
l
ス

(
自
動
車
の
窃
盗
)

0

[
即
]
。
戸
。
関
白
『
g
g
y
m

一
九
七
二
年
一
二
月
二
一
日
判
決

北法56(5・247)2263 



説

【
事
案
】
労
働
者
A
(
一
八
歳
男
)

の
窃
盗
を
理
由
と
し
、
盗
難
保
険
者
と
し
て
保
険
契
約
者
B
の
損
害
を
て
ん
補
し
た
X
か
ら
保
険
代
位

に
よ
り
A
の
父
Y
に
賠
償
請
求
。

A
は
既
に
お
よ
そ
二
一
、
三
歳
の
と
き
に
窃
盗
及
、
ぴ
窃
盗
未
遂
を
一
八
件
犯
し
て
い
た
。
原
審
は
請
求
棄

論

却。

X
の
控
訴
棄
却
。

{
判
旨
}
本
件
で
は
、
息
子
の
よ
り
厳
格
な
監
督
の
た
め
に

Y
が
ど
の
よ
う
な
個
別
の
措
置
を
怠
っ
て
い
た
か
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
必

要
は
な
か
っ
た
。
「
な
ぜ
な
ら
、
本
件
で
な
お
考
量
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
全
て
の
措
置
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
措
置
は
い
ず
れ
に
し
ろ

B
の

と
こ
ろ
で
の

A
の
窃
盗
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
だ
か
ら
で
あ
る
」
。

A
の
自
由
時
間
の
使
い
方
を
調
べ
た
場
合
に

判
明
し
得
た
の
は
、

A
が
他
の
若
者
達
と
共
に
「
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
り
、

Y
は
当
時
既
に
一
八
歳
の
息
子

に
、
か
つ
て
の
窃
盗
を
考
慮
し
て
も
、
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
参
加
な
ど
を
禁
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
参
加
な
ど
を
禁
じ
る
理

由
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に

Y
は
、
「
保
護
観
察
司
(
回
刊
誌
V
E呂
田
町
内
-
皆
)
と
の
会
話
か
ら
、
こ
の
保
護
観
察
司
が
こ
の
こ
と
〔
パ
ー
テ
ィ
ー
〕

を
好
意
的
に
捉
え
、

A
の
更
な
る
発
達
の
た
め
に
好
都
合
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
」
。
「
そ
の
他
に
、

Y
が
息
子
に
生
活

態
度
に
つ
い
て
一
定
の
自
由
を
認
め
、
そ
の
よ
う
に
し
て
自
立
し
且
つ
自
己
責
任
に
よ
る
生
活
に
変
わ
る
こ
と
を
彼
に
と
っ
て
可
能
に
す
る

こ
と
は
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
保
護
観
察
司
の
考
え
に
も
明
ら
か
に
適
っ
て
い
た
。
同
様
に
、
息
子
と
他
の
少
年
た
ち
が
ど
こ
か
ら
パ

l

テ
ィ
ー
の
た
め
の
金
を
持
っ
て
き
て
い
た
か
に
つ
い
て
、

Y
が
尋
ね
て
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

B
の
と
こ
ろ
で
の
窃
盗
が
防
止
さ
れ
は
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
を
し
て
も
、
金
の
出
所
が
不
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
し
る
し
は
明
ら
か
に
な
り
得
ず
、
そ
の
他
の
怪
し
げ
な
物
も
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
。

{
検
討
】

一
般
論
と
し
て
監
督
義
務
違
反
と
損
害
発
生
と
の
聞
の
因
果
関
係
が
存
在
し
な
い
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
断
の
内
容
は
、
「
金

の
出
所
が
不
正
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
し
る
し
」
も
明
ら
か
に
な
り
得
な
か
っ
た
等
と
し
て
、
窃
盗
の
予
見
可
能
性
も
そ
も
そ
も
否
定

し
、
或
い
は
、
教
育
上
の
見
地
か
ら
監
督
義
務
の
内
容
を
制
限
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は
A
ケ
l
ス
(
窃
盗
)
。

北法56(5・248)2264



(
抗
)

[
別
]
。
戸
。
関
C
E

一
九
七
四
年
六
月
一
一
一
日
判
決

【
事
案
】
事
案
の
詳
細
は
不
明
。
判
決
理
由
に
よ
れ
ば
、

A
(年
齢
不
詳
男
。
但
し
、
義
務
教
育
本
課
程
(
広
告
事

nz-n)
を
修
了
し
て

の
自
動
車
窃
盗
の
被
害
者
X
が
A
の
父

Y
に
訴
え
を
提
起
し
た
よ
う
で
あ
る
。

い
る
こ
と
か
ら
一
六
歳
又
は
そ
れ
以
上
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
)

監
督
義
務
違
反
否
定
。

【
判
旨
】
「

A
は
そ
れ
ま
で
犯
罪
行
為
を
し
た
こ
と
を
知
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

Y
に
と
っ
て
は
将
来
の
犯
罪
行
為
を
予
防
す
る

た
め
に
何
ら
か
の
予
防
的
な
監
督
措
置
を
講
じ
る
具
体
的
な
根
拠
は
存
在
し
な
か
っ
た
」

o
Y
が
A
に
対
し
て
祖
母
の
家
に
泊
ま
る
こ
と
を

許
し
た
こ
と
を
監
督
義
務
違
反
と
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
「
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
〔
加
害
〕
行
為
と
の
因
果
関
係
が
欠
け
て
い
る
」
o

A
は
祖
母
の
家
に
行
っ
た
後
に
他
の
少
年
達
と
落
ち
合
っ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
仮
に
Y
が
仕
事
を
終
え
た
後
遅
滞
な
く
、

A
が
祖
母
の

と
こ
ろ
に
い
る
か
否
か
調
べ
た
と
し
て
も
、

A
の
実
際
の
行
方
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

A
が
か
つ
て
一
度
空
気

Y
の
貯
金
通
帳
か
ら
度
々
か
な
り
の
金
額
を
盗
ん
で
い
た
と
い
う
、
「
そ
の
こ
と
か
ら
は

B
G
B
八
三
二
条
に
よ
る

責
任
は
導
か
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
時
間
的
に
は
る
か
に
過
去
の
出
来
事
で
あ
り
、
自
動
車
窃
盗
の
防
止
を
目
的
と
す
る
監
督
義
務

と
は
い
か
な
る
関
係
も
な
い
」
。

銃
で
通
行
人
を
撃
ち
、

監督者責任の再構成 (5) 

「
控
訴
は
、

B
G
B
八
三
二
条
の
責
任
の
領
域
で
は
具
体
的
な
損
害
事
案
に
関
す
る
監
督
義
務
違
反
だ
け
が
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

見
落
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
は
無
関
係
な
一
般
的
な

A
の
教
育
方
法
は
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
教
育
方
法
は

B
G

B
八
三
二
条
の
責
任
構
成
要
件
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
。
教
育
義
務
違
反
(
こ
れ
は
監
督
義
務
違
反
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
)
は
、

監
督
義
務
者
の
責
任
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

【
検
討
】
将
来
の
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
義
務
に
つ
い
て
、
子
の
犯
罪
行
為
の
予
見
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
子
を
外
泊
さ
せ
な
い
義
務
又
は
子
の
居
場
所
を
調
査
す
る
義
務
に
つ
い
て
、
仮
定
的
な
義
務
違
反
と
加
害
行
為
と
の
聞
の
因

北法56(5・249)2265



説

果
関
係
を
否
定
し
て
、

Y
の
責
任
を
否
定
す
る
論
拠
を
補
強
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は

C
ケ
l
ス

ま
た
、
「
監
督
と
教
育
の
分
離
」
原
則
を
確
認
し
て
い
る
か
に
見
ら
れ
る
が
、
具
体
的
損
害
事
案
と
無
関
係
な
一
般
的
教
育
が
問
題
と
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
点
は
注
意
を
要
す
る
。

(
親
の
金
銭
の
窃
盗
等
)
。

北法56(5・250)2266

5必、

"間

[
別
]
。
円
。
の
o
z
m

(m) 

一
九
七
八
年
二
月
一
五
日
判
決

【
事
案
】

A
(
一
七
歳
九
ヶ
月
男
)
は
飲
食
庖
「

B
」
で

X
と
言
い
争
い
を
し
て
こ
れ
を
殴
打
し
、
そ
の
結
果
X
は
目
を
負
傷
し
た
。

A
の

教
育
の
困
難
は
電
気
工
徒
弟
と
し
て
寄
宿
舎
に
入
っ
た
と
き
に
始
ま
り
、
度
々
飲
食
屈
で
飲
酒
を
し
て
仕
事
を
さ
ぼ
り
、

A
の
父
Y
に
よ
り

改
め
て
左
官
徒
弟
に
就
職
さ
せ
ら
れ
た
際
、
同
時
に
両
親
の
申
立
に
基
づ
い
て
、
ラ
ン
ト
少
年
保
護
所

(
C
E
2高
g
E
E
)
か
ら
任
意

教
育
援
助

3
2
2
E
m
o
開
包
各
自
加
国
E
P
)
を
与
え
ら
れ
た
。
両
親
が
A
に
診
察
を
受
け
さ
せ
た
神
経
科
の
病
院
は
「
神
経
過
敏
の
兆
候
」

の
他
何
ら
病
気
の
所
見
を
提
出
せ
ず
、
ま
た
、

A
は
定
期
的
に
「
B
」
を
訪
れ
、
既
に
本
件
事
件
前
に
殴
り
合
い
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

X
か
ら

A
及、び
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
ら
の
控
訴
棄
却
。

{
判
旨
】
「
本
件
で
両
親
は
、
少
年
保
護
所
と
神
経
科
の
病
院
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

A
を
き
ち
ん
と
し
た
生
活
に
帰
そ
う
と
す
る

争
い
の
余
地
の
な
い
努
力
を
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
八
歳
に
な
る
直
前
の
少
年
の
場
合
に
は
、
年
齢
の
故
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
両
親
は
十
分
な
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
全
て
の
災
い
の
原
因
は
飲
食
庖
『

B
』
に
行
く
こ
と
だ
と
見
て
い
た
。

Y
は
確
か
に
、

息
子
が
そ
こ
で
殴
り
合
い
を
し
た
こ
と
を
知
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
。

zi--
彼
は
問
い
合
わ
せ
、

然
る
後
そ
の
飲
食
庖
に
行
く
こ
と
を
禁
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
飲
食
庖
に
行
く
こ
と
は
、
そ
の
未
成
年
者
に
そ
の
た
め
に
必
要
な
金

を
渡
さ
な
い
で
お
く
こ
と
に
よ
り
、
極
め
て
効
果
的
に
防
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
。

【
検
討
】
飲
食
屈
で
の

A
に
よ
る
殴
り
合
い
に
つ
い
て
の
予
見
義
務
違
反
を
認
め
、
こ
の
殴
り
合
い
を
防
止
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
飲



食
庖
へ
の
出
入
禁
止
と
金
銭
の
取
り
上
げ
を
要
求
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は

A
ケ

i
ス

(
他
の
客
と
の
殴
り
合
い
)
0

(
初
)

一
九
七
九
年
七
月
六
日
判
決

監督者責任の再構成 (5) 

[
問
]
。
問
、
。
択
。
g
m
D
N

【
事
案
】

A
(
一
六
歳
男
)
は
飲
食
応
で
飲
酒
し
て
他
の
少
年
と
喧
嘩
を
し
た
後
、
帰
宅
途
中
、

X
の
夫
の
地
所
に
あ
っ
た
納
屋
に
火
を
つ

け、

X
の
夫
が
死
亡
し
た
o
X
か
ら

A
及
び
そ
の
両
親
Y
Y
に
、
夫
の
死
亡
に
よ
り
失
っ
た
扶
養
請
求
権
等
に
つ
い
て
賠
償
請
求
。
原
審
は

請
求
認
容
。

Y
ら
の
控
訴
認
容
。

{
判
旨
】

A
が
時
お
り
飲
酒
し
て
い
た
と
い
う
事
情
は
厳
格
な
監
督
の
根
拠
を
提
供
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
少
年
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響

下
で
は
し
ら
ふ
の
状
態
の
と
き
よ
り
も
他
人
に
違
法
な
損
害
を
加
え
る
傾
向
が
あ
る
と
の
経
験
命
題
は
存
在
し
な
い
」
。

Y
ら
が
そ
の
教
育

義
務
の
範
囲
内
で
A
の
飲
酒
な
ど
に
介
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
否
か
は
検
討
さ
れ
な
く
て
よ
い
。
「

B
G
B
八
三
二
条
に
よ
る
賠

償
義
務
を
負
わ
せ
る
の
は
教
育
義
務
の
慨
怠
で
は
な
く
、
こ
の
義
務
か
ら
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
監
督
義
務
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
第
三
者
を

損
害
か
ら
守
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
に
教
育
や
配
慮
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
」
o
A
は
、
飲
食

庖
で
他
の
少
年
と
口
論
を
し
た
際
に
彼
の
肉
体
的
発
達
の
遅
れ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
放
火
の
決
心
を
し
た
。
彼
は
志
願
制
消
防

隊
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
の
で
、
消
火
作
業
に
精
力
的
に
出
動
す
る
こ
と
に
よ
り
才
能
を
見
せ
つ
け
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
「
精

神
的
肉
体
的
に
い
く
ら
か
発
達
の
遅
れ
た
少
年
た
ち
に
対
す
る
通
常
の
程
度
の
監
督
を
は
る
か
に
越
え
る
措
置
を
講
じ
る
き
っ
か
け
を
両
親

が
有
し
て
い
た
の
は
、
両
親
が
か
つ
て
の
出
来
事
に
よ
っ
て
こ
の
種
の
反
応
の
危
険
へ
の
注
意
を
喚
起
さ
れ
て
い
た
場
合
だ
け
で
あ
る
」
。

し
か
し
、

Y
ら
は
「
そ
の
よ
う
な
出
来
事
を
知
ら
な
か
っ
た
。
確
か
に
、

A
は
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
為
の
数
ヶ
月
前
に
、
.

そ
の
後
で
『
す
ぐ
に
も
使
え
る
消
防
士
』
と
い
う
役
割
で
現
わ
れ
よ
う
と
、
既
に
放
火
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た

(
N事
件
)
。
し
か
し
、

Y

及
び
Y
は、

A
が
N
事
件
で
犯
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
本
件
で
争
い
と
な
っ
て
い
る
損
害
が
惹
起
さ
れ
、

A
が
尋
問
の
際
に
以
前
の
放
火
を

北法56(5・251)2267



説

自
白
し
て
初
め
て
知
っ
た
と
の
、
信
頼
に
足
る
主
張
を
し
て
い
る
」
。

論

【
検
討
】
監
督
義
務
と
教
育
義
務
の
区
別
の
基
準
を
、
第
三
者
を
損
害
か
ら
守
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
て
い
る
か
否
か
に
求
め
、
飲
酒
な

ど
の
禁
止
を
教
育
措
置
と
し
て
監
督
義
務
の
内
容
か
ら
除
外
し
、
「
通
常
の
程
度
を
は
る
か
に
越
え
る
措
置
」
を
講
じ
る
義
務
に
つ
い
て
、

放
火
の
予
見
可
能
性
を
要
求
す
る
。
事
案
と
し
て
は
A
ケ

l
ス
(
放
火
)
。

北法56(5・252)2268

[
問
]
連
邦
通
常
裁
判
所
(
切
。
国
)

【
事
案
】
聞
事
件
の
上
告
審
。

Y
か
ら
上
告
。
上
告
認
容
。

【
判
旨
】
確
か
に
、
監
督
の
程
度
と
教
育
の
成
果
と
の
聞
に
は
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
監
視
に
は
、
と
く
に
比
較
的
年
長
の
少
年

に
つ
い
て
は
、
当
然
に
限
界
が
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。
「
ほ
ぼ
一
八
歳
の
息
子
の
父
親
に
、
彼
が
こ
の
息
子
に
自
由
時
間
に
催
し
物
や

パ
ー
テ
ィ
ー
に
行
く
こ
と
を
禁
ず
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
浮
世
離
れ
し
て
い
よ
う
」
。
監
督
義
務
者
は
、
ほ
ほ

(m) 

一
九
七
九
年
一
一
月
二
七
日
判
決

一
八
歳
の
少
年
に
つ
い
て
も
一
定
の
影
響
力
を
そ
の
者
の
生
活
態
度
に
対
し
て
保
持
し
よ
う
と
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
、
特
別

な
事
情
が
必
要
と
す
れ
ば
、
被
監
督
者
の
自
由
時
間
の
使
い
方
を
監
視
し
、
特
定
の
場
所
の
諸
事
情
が
危
険
を
ほ
ぼ
確
実
に
招
来
し
な
い
か

否
か
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
も
っ
と
も
、
何
が

B
G
B
八
三
二
条
の
要
求
に
鑑
み
て
監
督
義
務
と
し
て
「
十
分
で
あ
る
』
と

思
わ
れ
る
か
の
判
断
に
際
し
て
は
、
そ
の
少
年
を
助
け
て
人
格
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
及
、
び
責
任
を
自
覚
し
た
独
立
し
た
行
為
に
つ
い
て
彼
に

練
習
さ
せ
る
こ
と
と
い
う
、
全
体
と
し
て
追
求
さ
れ
て
い
る
教
育
目
的
と
の
考
量
に
目
が
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
顧

慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
例
え
ば
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
少
年
と
の
接
触
や
そ
の
者
へ
の
影
響
力
行
使
の
可
能
性
を
失
わ
な
い
た
め

に
、
過
度
に
厳
格
に
扱
わ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
両
親
の
指
示
又
は
勧
告
の
厳
格
な
遵
守
に
固
執
し
な
い
こ
と
が
適
切
な
こ
と
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
あ
る
措
置
の
不
首
尾
が
予
見
で
き
る
と
き
に
は
、
そ
の
こ
と
が
そ
の
措
置
の
指
示
を
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。



要
す
る
に
裁
判
官
は
、
両
親
又
は
そ
の
他
の
教
育
の
権
限
を
有
す
る
者
に
B
G
B
八
三
二
条
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
わ
せ
る
際
に
、
こ
れ
ら

の
者
に
是
認
し
得
る
教
育
的
な
措
置
と
い
う
一
定
の
自
由
裁
量
の
余
地
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

「
B
」
そ
れ
自
体
か
ら
少
年
に
と
っ
て
の
特
別
な
危
殆
化
や
他
の
常
連
客
に
よ
る
不
都
合
な
影
響
も
生
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

Y
に
と
っ

て
は
A
に
対
し
て
「
B
」
に
行
く
こ
と
を
禁
じ
る
十
分
な
根
拠
が
な
く
、
同
様
に
、
本
件
以
前
の
一
度
限
り
の
殴
り
合
い
は
Y
に
、
例
え
ば

用
心
の
た
め
に
全
て
の
飲
食
庖
に
行
く
こ
と
を
一
般
的
に
禁
止
す
る
理
由
を
与
え
な
か
っ
た
。
「
そ
の
よ
う
な
措
置
は
、
期
待
可
能
な
、
す

な
わ
ち
可
能
で
あ
り
さ
ら
に
実
行
可
能
で
も
あ
る
要
求
の
目
的
を
越
え
た
で
あ
ろ
う
。

Y
が
:
:
:
〔
本
件
以
前
の
殴
り
合
い
〕
の
詳
細
を
調

査
し
、
そ
の
際
に
そ
の
息
子
の
組
暴
さ
を
知
り
、
そ
の
粗
暴
さ
が
彼
に
、
飲
食
庖
『

B
』
に
つ
い
て
出
入
り
禁
止
と
す
る
気
に
さ
せ
た
場
合

で
も
、
そ
の
息
子
が
新
た
に
殴
り
合
い
を
始
め
た
こ
と
を
決
し
て
妨
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
。

A
か
ら
徒
弟
の
報
酬
を
全

て
奪
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
教
育
的
に
は
間
違
い
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
無
意
味
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ほ
ぽ
一
八
歳
の
少
年
に
と
っ
て

は
、
飲
食
屈
に
行
く
の
に
必
要
な
金
を
父
親
に
気
づ
か
れ
ず
に
稼
ぐ
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、
ま
た
、

A
が
、
他
の
者
か
ら
奪
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
期
待
し
て

B
に
行
く
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

【
検
討
}

監督者責任の再構成 (5) 

-
般
論
と
し
て
、
(
比
較
的
年
長
の
子
ど
も
に
つ
い
て
も
監
督
義
務
の
存
在
を
認
め
る
一
方
で
)
講
じ
ら
れ
る
監
督
措
置
と
教
育

目
的
と
の
考
量
や
両
親
の
教
育
の
裁
量
と
い
う
観
点
か
ら
、
不
法
行
為
法
上
の
監
督
義
務
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

具
体
的
な
事
案
の
解
決
と
し
て
は
、
「
特
別
な
危
殆
化
」
や
「
他
の
常
連
客
へ
の
不
都
合
な
影
響
」
が
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
部
分
は
、

他
の
客
へ
の
加
害
の
予
見
可
能
性
を
要
求
し
、
こ
れ
を
否
定
す
る
と
見
ら
れ
る
と
共
に
、
期
待
可
能
性
の
見
地
か
ら
飲
食
庖
へ
の
出
入
禁
止

義
務
を
否
定
し
、
さ
ら
に
息
子
の
粗
暴
さ
に
つ
い
て
の
調
査
義
務
違
反
と
損
害
発
生
と
の
因
果
関
係
を
否
定
し
て
結
論
を
補
強
し
て
い
る
。

事
案
と
し
て
は

A
ケ
ー
ス
(
他
の
客
と
の
殴
り
合
い
)
0
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説

[
問
]
切
。
出

(m) 

一
九
八
O
年
四
月
二
九
日
決
定

【
事
案
】
問
事
件
の
上
告
不
受
理
決
定
。

'3b. 
a間

【
判
旨
】
「
上
告
に
は
結
論
に
お
い
て
成
功
の
見
込
み
が
な
い
。
と
い
う
の
は
、

Y
及
び

Y
は
明
ら
か
に
、
彼
ら
に
第
三
者
の
保
護
の
た
め

に
A
に
対
し
て
特
別
な
教
育
措
置
又
は
監
督
措
置
を
講
じ
る
根
拠
を
与
え
た
に
違
い
な
い
諸
事
情
を
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
。

【
検
討
}
N
事
件
に
お
け
る
A
に
よ
る
放
火
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、
具
体
的
な
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て

い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

[
附
]
。

E
z
g
g
一
九
九
一
年
五
月
二
日
齢

r

【
事
案
】
強
盗
殺
人
の
故
意
を
持
つ

A
(
一
六
歳
一

0
ヶ
月
男
)
に
よ
る

X
の
ナ
イ
フ
で
の
刺
傷
。

X
か
ら
A
及
び
そ
の
父
母
Y

Y
に
訴
え

提
起
。

Y
ら
は
、
事
件
の
約
一
ヶ
月
半
前
に
A
の
姉
妹
ら
と
共
に
休
暇
に
行
き
、

A
と
そ
の
弟
は
、
徒
弟
と
な
る
等
の
予
定
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
家
に
残
っ
て
い
た
。

X
の
訴
訟
救
助
の
申
立
に
対
し
て
地
裁

(
L
G
)
は、

Y
及
び
Y
に
対
す
る
訴
え
に
関
し
て
は
彼
ら
が
監
督
義
務

に
違
反
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
成
功
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
、
そ
の
申
立
を
斥
け
た
。
そ
こ
で

X
か
ら
抗
告
。
抗
告
棄
却
。

【
判
旨
】

A
は
、
第
三
者
に
対
し
、

X
に
対
し
て
行
わ
れ
た
よ
う
な
激
し
い
方
法
で
暴
力
行
為
を
行
う
で
あ
ろ
う
と
心
配
す
る
根
拠
を
過
去

に
与
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

B
G
B
一
六
一
一
二
条
一
項
は
教
育
的
な
考
量
も
す
る
こ
と
を
命
じ
て
お
り
、
自
立
し
且
つ
自
己
の
責
任
を
意

識
し
た
行
為
に
つ
い
て
の
教
育
は
、
と
く
に
年
長
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
態
度
へ
の
広
い
範
囲
に
及
ぶ
規
制
を
排
除
す
る
。

歳
の
少
年
が
、
例
え
ば
徒
弟
と
な
る
た
め
に
両
親
と
離
れ
る
こ
と
は
、
自
立
性
と
自
己
責
任
の
発
達
に
絶
対
に
役
立
ち
、
決
し
て
異
常
な
こ

と
で
は
な
い
。
「
生
じ
得
る
両
親
の
監
督
義
務
違
反
が
損
害
賠
償
法
上
有
意
な
も
の
と
な
る
と
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
未
成
年

者
の
ま
さ
に
具
体
的
な
行
為
が
予
見
可
能
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
」
。
専
門
家
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
、

A
に
は
神
経
症
に
よ
る
重
大
な
人
格

一
六
乃
至
一
七

jヒ法56(5・254)2270



発
展
障
害
が
存
在
し
、
負
荷
的
な
前
提
条
件
と
共
同
し
て
、
行
為
の
誘
発
や
犠
牲
者
の
選
択
等
を
精
神
動
態
的
に
(
官
官
ぎ
身

E
E加わ
F
)

理
解
可
能
な
も
の
と
す
る
何
ら
か
の
例
外
的
状
況
に
至
っ
た
。
「
し
か
し
、
こ
の
つ
な
が
り
が
事
後
的
に
専
門
家
に
よ
っ
て
さ
ら
け
出
さ
れ

得
た
と
き
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
関
係
が

Y
及
び

Y
に
と
っ
て
も
予
見
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
専
門
家
に
よ
っ
て

認
定
さ
れ
た
人
格
発
展
の
障
害
が
過
去
に
い
つ
か
、
両
親
が
比
較
的
長
期
間
不
在
に
し
て
い
る
場
合
に
そ
の
方
面
か
ら
微
か
で
し
か
な
く
と

も
強
盗
殺
人
未
遂
が
予
期
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
ど
に
、
攻
撃
性
及
び
暴
力
性
に
お
い
て
結
果
を
現
し
た
と
い
う
こ
と
は

主
張
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
他
に
明
ら
か
で
も
な
い
」
。

【
検
討
}
子
だ
け
を
自
宅
に
残
さ
な
い
義
務
に
つ
い
て
強
益
殺
人
行
為
の
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て
こ
れ
を
否
定
し
、
ま
た
、
教
育
的
観
点

か
ら
監
督
義
務
の
限
界
を
認
め
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は
、

C
ケ
l
ス
(
他
人
に
危
害
を
加
え
る
行
動
を
誘
発
す
る
人
格
発
展
の
障
害
)

0

監督者責任の再構成 (5) 

以
上
の
故
意
の
犯
罪
に
関
す
る
裁
判
例
で
は
、
主
と
し
て
監
督
の
委
託
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
山
を
除
き
、
い
ず
れ
も
当
該
加
害
行
為
と

同
種
の
危
険
性
を
有
す
る
子
の
行
為
の
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
の
う
ち
、
事
案
の
内
容
と
し
て
当

該
加
害
行
為
と
同
種
の
危
険
性
を
有
す
る
子
の
行
為
が
事
件
前
に
既
に
現
わ
れ
て
い
た
ケ
l
ス
は
閥
、
問
、
山
、
師
、
問
、
町
で
あ
る
が
、

事
件
前
に
そ
の
よ
う
な
行
為
が
現
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
監
督
義
務
違
反
を
否
定
す
る
裁
判
例
(
問
、
郎
、
出
、
即
)
も
存
在
す

る
他
方
、
右
の
危
険
性
を
有
す
る
子
の
行
為
が
現
わ
れ
て
お
ら
ず
、

い
わ
ば
危
険
が
潜
在
的
で
あ
っ
た
ケ
l
ス
は
問
、

90 

問
、
別
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
と
く
に
他
者
へ
の
加
害
の
危
険
性
が
高
い
程
度
で
現
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
(
註

m記
載
の
補
導
の
要
件
を
参
照
)
、

且
つ
、
加
害
行
為
に
使
用
さ
れ
た
物
を
親
の
保
管
の
不
備
に
よ
り
子
が
入
手
し
た
ケ

l
ス
に
関
す
る
別
に
つ
い
て
の
み
親
の
責
任
が
肯
定
さ

れ
て
い
る
。
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説

以
上
の
よ
う
に
、
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
や
「
特
定
化
さ
れ
て
い
な
い
危
険
」
な
ど
が
存
在
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
裁
判

例
と
異
な
り
、
親
の
責
任
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
背
景
に
は
、
事
案
に
即
し
た
判
断
の
結
果
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
教
育
的
見
地

か
ら
監
督
義
務
に
限
界
が
存
在
す
る
と
の
考
慮
が
強
く
働
い
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
(
問
、
問
、
鵬
、
別
参
照
)
。

聞
は
も
っ
ぱ
ら
受
託
者
に
対
す
る
監
督
の
委
託
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
案
で
あ
る
。
監
督
の
委
託
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
委
託

者
に
よ
る
監
督
に
は
、
受
託
者
に
対
す
る
監
督
と
、
自
ら
に
よ
る
被
監
督
者
た
る
子
へ
の
監
督
の
二
種
類
が
あ
る
。
監
督
の
委
託
に
関
す
る

論

裁
判
例
に
つ
い
て
は
後
に
ま
と
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る

(
第
五
款
)
。

(
捌
)
回

mqm℃
白

N
E
S
-
-
3・

(
捌
)
者

5
5
Z
Z円・
5・

(別

)
m
o
N甲山
山
い

AHa-

(
叩
)
一
九
O
O
年
七
月
二
日
の
文
言
に
お
け
る
未
成
年
者
の
補
導
に
関
す
る
法
律
百
四
国
E
E
d
q
全
開
毘
『
目
。
ぉ

g
E
n
E認
さ
口
且
向
。
昨
宙
開
門
)

一
五
年
改
正
後
の
文
言
、
。
∞

-
E凶
日
ご
己
)

一
条
「
満
一
八
歳
に
満
た
な
い
未
成
年
者
が
補
導
に
委
ね
ら
れ
得
る
の
は
以
下
の
場
合
で
あ
る
一

一
号
民
法
典
の
一
六
六
六
条
又
は
一
八
三
八
条
〔
筆
者
註
一
親
権
濫
用
等
の
場
合
の
子
等
の
施
設
等
へ
の
収
容
〕
の
要
件
が
存

在
し
、
不
良
化
を
防
止
す
る
た
め
他
所
で
の
収
用
が
必
要
で
あ
る
と
き
・

二
号
そ
の
未
成
年
者
が
犯
罪
を
犯
し
、
そ
の
者
に
つ
い
て
そ
の
少
年
年
齢
を
考
慮
し
て
刑
法
上
訴
追
さ
れ
得
ず
、
且
つ
、
補
導

が
そ
の
行
為
、
両
親
又
は
そ
の
他
の
教
育
者
の
人
物
並
び
に
そ
の
他
の
生
活
状
況
を
考
慮
し
て
、
そ
の
未
成
年
者
が
さ
ら
に

倫
理
的
に
不
良
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
と
き
一

三
号
こ
れ
ら
の
場
合
の
他
、
両
親
又
は
そ
の
他
の
教
育
者
又
は
学
校
の
教
育
的
な
作
用
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
そ
の
未
成
年

者
が
倫
理
的
に
完
全
に
堕
落
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
と
き
」
。

北法56(5・256)2272
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監督者責任の再構成 (5) 

本
件
は
こ
の
規
定
の
二
号
に
よ
る
補
導
の
ケ
i
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(m)
〈刊肖

E
S叶
込

2

H
豆
um凶斗・
M
M
斗・

(m)
一
九
O

O
年
七
月
二
六
日
の
文
言
に
お
け
る
営
業
法

3
2
b
e
m。
E-
∞
・
宮
戸
)
一
一
一
七

a条
は
、
徒
弟
は
親
方
の
「
父
親
と
し
て
の
規
律
」

に
服
す
る
等
と
し
、
裁
判
例
(
一
九
歳
の
徒
弟
に
よ
る
銃
撃
に
関
す
る

moN目
、
同
こ
の
判
決
は
一
八
六
九
年
六
月
一
一
一
日
の
。

2
。

a
o巴・

回
目
記
ヨ
が
一
八
九
七
年
七
月
二
六
日
の
法
律
(
列
。
ョ
・
山
内
凶
色
)
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
も
の
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
一
二
七
条
及
び
二
一

七

a
条
の
規
定
は
一
九
O

O
年
七
月
二
六
日
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
)
は
、
こ
の
一
一
一
七

a
条
及
、
ぴ
一
二
七
条
の
規
定
か
ら
、
徒
弟
に
つ

い
て
、
そ
の
徒
弟
が
親
方
の
世
帯
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
親
方
が
法
定
監
督
義
務
を
負
う
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
本
件

事
件
当
時
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
一
九
五
三
年
九
月
一
七
日
の
手
工
業
法

(
Z
S
号、
q
g
o唱
切
。
回
一
回
出
-
品
ニ
)
二
二
条
及

び
二
四
条
が
施
行
さ
れ
て
い
た
が
、
同
二
四
条
も
徒
弟
は
親
方
の
「
父
親
と
し
て
の
保
護
」
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
い
た
(
但
し
、

学
説
に
お
い
て
は
、
親
方
の
監
督
義
務
を
限
定
す
る
見
解
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
∞
S
E
Z明
白
円

aWF民
n
F
E・o
-
(
E
N
N
3・
mN-コ
・
こ
の
見
解
は
一

九
六
五
年
二
一
月
二
八
日
の
国
S
9
5『
宵
問
。
(
図
。
巴
・

3aa
門

的

N
)
二
六
条
乃
至
二
八
条
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
規
定
は
一
九
五
三
年
九
月
一
七
日
の
国
富
島
耳
目
『
宮
。
二
二
条
乃
至
二
四
条
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
商
業
徒
弟
に
つ
い
て
は
、
-
九
O

O
年
七
月
二
六
日
の
。

2
b
一
五
四
条
一
項
二
号
は
向
一
二
七

a
条
を
商
業
徒
弟
に
適

用
し
な
い
も
の
と
し
、
本
件
事
件
当
時
の

H
G
B
七
六
条
(
一
九
六
九
年
八
月
一
四
日
の
職
業
教
育
法
(
切
刊
E
P
E
E
S加
印
刷

gaN-
回
。
∞
-

F

∞-

H
}
]
M
)

の
施
行
に
よ
り
削
除
)
は
、
商
業
徒
弟
に
職
業
教
育
を
す
る
親
方
の
義
務
等
を
定
め
て
い
た
も
の
の
、
親
方
が
積
極
的
に
徒
弟
の
日
常

生
活
等
に
介
入
す
る
義
務
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
。
但
し
、
一
八
歳
の
徒
弟
に
よ
る
空
気
銃
で
の
銃
撃
に
関
す
る
担
凶
N
S
b凶
C
R
は
、
商
業
徒

弟
に
つ
い
て
(
と
く
に
そ
の
徒
弟
が
親
方
の
世
帯
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
場
合
)
そ
の
親
方
が

B
G
B
八
三
二
条
に
言
う
法
定
監
督
義
を
負

う
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
ま
た
、
学
説
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
認
め
る
見
解
が
見
ら
れ
る
(
〈
也
・
臼

n
Z
5
0ユZ
m
e
A
)お
〉
巴

P
R
Zさ
2
n
F
E
Z司
P
A
S

aoaE加
E
g
g
g
m
g〈
q
r
s
t
J
C〉
E
申告

hN)
。

(
別
)
〈

mam-司、司
u
h凶{)・

(
抗
)
〈
四
円
田
知
目
。
叶
U
L
m
M
-

(
別
)
〈

g
m
3
a
L
C
M凶
・
事
案
の
詳
細
は
、
上
告
審
判
決
で
あ
る
郎
判
決
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(m)
〈
mam-唱∞。、凶
M
-

北法56(5・257)2273



説

(別

)
5
3
E唱∞
0
・3
∞
H
E
B自
宅
き
い

M
U
H
Z
5温
C
L
O
主

(
抑
)
〈
伺
円
開
閉
山
石
∞
0
・
斗
凶
一
N

・

(
捌
)
。
「
。
N
}
唱
。
N
b
u・

吾乏h
H岡

[
問
]
問
。

遊
戯
・
ス
ポ
ー
ツ
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

(
加
)

一
九
O
九
年
一
一
月
一
日
判
決

第
二
項

{
事
案
}
事
案
の
詳
細
は
不
明
。
判
決
要
旨
に
よ
れ
ば
、

A 

(
一
八
歳
男
)

の
投
げ
た
雪
球
に
よ
り
損
害
の
発
生
し
た

X
か
ら

A
の
父
Y
に

X
が
上
告
し
た
よ
う
で
あ
る
。
監
督
義
務
違
反
否
定
。

【
判
旨
}
Y
は
、
既
に
子
ど
も
で
は
な
い
年
齢
の

A
を
特
別
に
厳
格
且
つ
絶
え
間
の
な
い
監
督
に
従
わ
せ
る
根
拠
を
有
し
て
お
ら
ず
、

Y
自

身
そ
の
職
業
活
動
の
故
に
、
そ
し
て
彼
の
妻
は
家
事
の
故
に
、
絶
え
間
の
な
い
監
督
遂
行
、
と
く
に
特
別
な
安
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
妨

Y
の
A
に
対
す
る
、
人
の
住
ん
で
い
る
部
屋
の
窓
に
面
す
る
中
庭
で
硬
い
も
の
を
投
げ
る
こ
と
の
禁
止
の
憾
怠
と

対
し
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
、

げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

損
害
発
生
と
の
因
果
関
係
は
存
在
し
な
い
。

【
検
討
】
絶
え
間
の
な
い
監
督
を
す
る
義
務
に
つ
い
て
、
監
督
の
「
根
拠
」
(
そ
の
中
身
は
明
ら
か
で
は
な
い
)
が
な
か
っ
た
と
す
る
と
共

に
、
父
親
の
仕
事
や
母
親
の
家
事
に
よ
る
監
督
義
務
の
限
界
を
認
め
て
い
る

(
但
し
、
同
時
に
子
の
年
齢
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
落

と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
)
。
さ
ら
に
、
中
庭
で
物
を
投
げ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
義
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
義
務
違
反
と
損
害
発

生
と
の
聞
の
因
果
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。

(
閉
山

)
m
m
n
Z
3
5
Z司・
斗
一
N
・

北j去56(5・258)2274



(
剛
山
)

い
た
ず
ら
に
よ
る
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

こ
の
類
型
に
関
す
る
公
表
裁
判
例
は
三
件
存
在
す
る
。

第

項

[
捌
]
列
。

(m) 

一
九

O
四
年
一
一
月
三
日
判
決

(
一
七
歳
男
)
に
よ
る

X
へ
の
銃
撃

(
X負
傷
)
。
そ
の
銃
は
弾
薬
と
装
填
様
の
な
い
状
態
で
部
屋
に
あ
っ
た
。

A
の
父
Y
に

【
事
案
】

A

監督者責任の再構成 (5) 

対
す
る
請
求
認
容
判
決
は
破
棄
。

【
判
旨
】
両
親
に
対
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
要
請
の
基
準
は
、
「
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
と
個
性
に
応
じ
て
思
慮
の
あ
る
両
親
に
彼
ら
の
経

済
的
状
況
並
び
に
教
育
及
び
監
督
に
つ
い
て
の
能
力
を
考
慮
し
て
期
待
す
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
。

A
の
年
齢

で
は
至
る
所
で
の
監
督
は
不
可
能
で
あ
り
、
御
者
の
仕
事
で
し
ば
し
ば
不
在
に
し
て
い
た

Y
に
対
し
、
そ
の
度
に
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と

を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

A
の
放
縦
な
傾
向
と
は
、
安
息
を
乱
す
騒
音
及
、
び
名
誉
致
損
(
回
目
豆
島
m
g
m
)
の
二
つ
の
前
科
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
行
為
の
詳
細
や
そ
れ
ら
の
行
為
を

Y
が
知
っ
て
い
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ

の
こ
と
は
肝
心
で
あ
る
。
加
害
行
為
が
放
縦
な
傾
向
に
よ
り
影
響
を
及
ほ
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
と
、
「
少
な
く
と
も
、
過
去
に
あ
っ

た
、
息
子
の
責
め
と
な
る
放
縦
は
、
息
子
が
い
つ
か
銃
を
不
当
に
我
が
も
の
と
し
て
そ
れ
を
使
っ
て
悪
さ
を
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
心
配
も

さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
の
み
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
つ
い
て
厳
格
な
保
管
義
務
が
そ
の
父
親
に
と
っ

て
必
要
で
あ
っ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
」
。
「
ま
さ
に
息
子
に
よ
る
銃
の
悪
用
に
関
し
て
不
安
を
呼
び
起
こ
す
特
別
な
事
実
が
現
に
存
在

し
な
い
か
又
は
父
親
が
過
責
な
く
し
て
知
ら
な
か
っ
た
場
合
、
父
親
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
人
が
入
る
こ
と
の
稀
な

部
屋
に
保
管
さ
れ
て
い
た
、
弾
薬
な
く
し
て
は
使
用
で
き
な
い
銃
を
よ
り
安
全
に
保
管
す
る
理
由
が
父
親
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

さ
し
あ
た
り
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
。

北法56(5・259)2275



説

一
般
論
と
し
て
、
監
督
義
務
の
内
容
の
確
定
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
素
と
し
て
子
の
年
齢
及
び
性
質
、
並
び
に
、
親
の
教

育
・
監
督
に
つ
い
て
の
能
力
の
他
に
親
の
経
済
状
況
を
挙
げ
、
ま
た
、
親
の
仕
事
に
よ
り
監
督
義
務
が
制
限
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
本
件
に
お
い
て
監
督
の
委
託
を
不
要
と
す
る
理
由
付
け
と
し
て
最
終
的
に
は
子
の
年
齢
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
銃
の
保
管
義
務
に
つ
い
て
は
銃
の
悪
用
の
予
見
可
能
性
を
要
求
す
る
。
事
案
と
し
て
は
官
及
、
び

C
(放
縦
な
傾
向
)
ケ
1
ス。

【
検
討
】

論

[
加
]
切
。
国

(捌
)

i

一
九
五
八
年
四
月
一
一
日
判
決

【
事
案
】

A

(
一
六
歳
男
)
に
よ
る
ゴ
ム
の
パ
チ
ン
コ
で
の
針
金
の
鈎
の
発
射

(
X
左
眼
負
傷
)
o
X
か
ら
A
の
父
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審

は
請
求
認
容
。

Y
の
上
告
棄
却
。

【
判
旨
}
「
Y
に
も
監
督
義
務
が
負
わ
さ
れ
て
い
る

(
B
G
B
二
ハ
二
二
条
)
。
そ
の
息
子
が
徒
弟
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

G
e
w
O
一

二
七

a条
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
」
。

息
子
が
一
年
以
上
の
間
使
用
し
て
い
た
危
険
な
お
も
ち
ゃ
に
関
し
て
父
親
が
何
も
知
ら
な
か
っ
た
場
合
、
十
分
な
監
督
の
証
明
が
な
い
。

「
こ
の
と
き
重
要
な
の
は
、
そ
の
少
年
が
既
に
徒
弟
修
業
を
し
て
お
り
、
そ
の
遊
び
は
自
由
時
間
に
行
わ
れ
、
こ
の
自
由
時
間
に
Y
も
常
に

仕
事
を
し
て
不
在
に
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
射
撃
が
:
:
:
と
き
お
り
家
族
の
住
居
の
窓
か
ら
も

道
路
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
場
合
、
そ
の
少
年
の
行
為
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
監
督
義
務
者
の
過
責
が
な
く
し
て
は
説

明
が
つ
か
な
い
」
。

【
検
討
】
監
督
の
委
託
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き
で
も
親
の
監
督
義
務
が
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、
子
の
パ
チ
ン
コ
で
の
射
撃

に
つ
い
て
の
予
見
義
務
違
反
を
認
め
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は

A
ケ
l
ス

(
危
険
な
パ
チ
ン
コ
の
操
作
)

0

北法56(5・260)2276



[
抑
]
∞
。
国

(
加
)

一
九
六
一
年
一
一
月
一
四
日
判
決

監督者責任の再構成 (5) 

【
事
案
】

A
(
一一

O
歳
男
)
は
、

A
の
家
に
来
た

X
ら
を
驚
か
す
た
め
、
寝
室
に
あ
っ
た
銃
を
、
弾
が
装
て
ん
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い

X
ら

に
向
か
っ
て
発
砲
し
た
と
こ
ろ
、
以
前
に
射
撃
練
習
を
し
た
際
に
実
弾
を
取
り
除
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

X
が
負
傷
し
た
o
A
は
父
Y
の

保
管
し
て
い
た
銃
を
持
ち
出
し
、
両
親
の
了
解
の
下
、
鳥
を
撃
つ
た
め
に
使
用
し
て
い
た
。

X
か
ら

A
及、ぴ
Y
並
び
に

A
の
母
Y
に
訴
え
提

起
。
監
督
義
務
違
反
肯
定
。

{
判
旨
】
銃
器
の
使
用
に
関
す
る
Y
ら
の
監
督
義
務
に
対
し
て
は
、
特
に
厳
格
な
要
請
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Y
ら
の
監
視
義
務
は
、

銃
に
弾
が
装
填
さ
れ
て
い
る
か
否
か
確
認
し
、
人
に
狙
い
を
定
め
た
り
引
き
金
を
引
か
な
い
よ
う
に
戒
め
る
こ
と
、
銃
器
の
使
用
に
つ
い
て

の
詳
細
な
指
示
、
と
く
に
、
使
用
後
そ
の
都
度
弾
の
装
填
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
へ
の
注
意
の
喚
起
を
必
要
と
し
た
。
「
息
子
が
銃
器
の

使
用
と
そ
の
際
に
必
要
な
予
防
措
置
に
関
し
て
十
分
に
教
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、

Y
ら
は
、
銃
器
を
安
全
に
保
管
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
彼
が
そ
の
銃
器
を
父
親
の
監
督
下
で
し
か
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」

o
Y
も
、
銃
器
の
使
用

の
際
に
A
を
十
分
に
指
示
し
且
つ
監
視
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

A
が
、
「
と
く
に
そ
の
知
的
能
力
が
乏
し
い
こ
と
に

鑑
み
て
、
銃
器
の
使
用
に
つ
い
て
の
詳
細
な
指
示
と
、
銃
器
か
ら
生
じ
る
危
険
及
、
び
そ
の
回
避
の
た
め
に
不
可
欠
な
予
防
措
置
に
関
す
る
強

く
絶
え
間
の
な
い
教
示
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
を
、
彼
女
は
、
:
:
:
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
必
要
な
注
意
を
尽
く
し
て
い

れ
ば
、
彼
女
は
、
夫
に
よ
る
息
子
へ
の
指
示
と
監
視
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
」
。
本
件
で
は
、

Y
が、

A
が
銃
器
の
使
用
に
つ
い
て
教
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
銃
器
使
用
の
た
め
の

A
の
慎
重
さ
等
を
自
分
で
確
か
め
た
と
は
言
え
な
か
っ

た
の
で
、

A
か
ら
銃
器
を
取
り
上
げ
、
安
全
に
保
管
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

北j去56(5・261)2277

【
検
討
】
銃
器
の
使
用
に
関
す
る
監
督
に
つ
い
て
は
特
に
厳
格
な
監
督
義
務
が
課
さ
れ
る
と
し
た
上
で
、

Y
に
つ
い
て
は
、
子
の
銃
の
使
用

を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
銃
器
の
取
扱
い
に
関
す
る
教
一
不
・
監
視
、
銃
器
の
保
管
を
行
う
監
督
義
務
を
課
し
て
い
る

(
こ
の
順
序



説

に
従
い
監
督
の
程
度
が
強
ま
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
)
。
ま
た
、

Y
に
つ
い
て
は
、
銃
器
の
取
扱
い
に
関
し
て
子
に
指
示
を

行
う
こ
と
の
必
要
性
の
予
見
義
務
違
反
を
認
め
て
い
る
と
見
ら
れ
、

Y
と
同
様
の
義
務
を
課
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は

A
(銃
の
使
用
)

三ι
ロ珊

及
ぴ

B
(
銃
)
ケ
l
ス。

以
上
の
い
た
ず
ら
に
よ
る
事
故
に
関
す
る
裁
判
例
に
つ
い
て
も
、
全
て
当
該
加
害
行
為
と
同
種
の
行
為
の
予
見
可
能
性
を
要
求
す
る
も
の

と
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
捌
は
破
棄
判
決
で
あ
り
、
結
論
と
し
て
親
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
か
否
か
は
、
こ
の
判
決
自
体
か
ら
は
明
ら
か
で

は
な
い
。
但
し
、
こ
の
判
決
は
、
親
の
保
管
の
不
備
に
よ
り
入
手
し
た
銃
を
子
が
使
用
し
て
加
害
行
為
を
行
っ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
、

一
般
的
監
督
義
務
違
反
を
と
く
に
問
題
と
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(m)
子
が
当
該
加
害
行
為
を
行
っ
た
動
機
が
不
明
な
事
案
に
つ
い
て
も
、
わ
が
国
の
裁
判
例
に
関
す
る
検
討
に
際
し
て
述
べ
た
の
と
同
様
の
理
由

か
ら
、
こ
の
類
型
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
以
下
、
他
の
年
齢
群
の
子
に
関
す
る
裁
判
例
の
検
討
に
際
し
で
も
同
様
で
あ
る
。

(
加
)
』
者

3
5・N
?

(
捌
)
〈

mam-申
出
∞
い
ふ
一
円

(
術
)
〈
刊
『
田
知
戸
唱
。
N
L凶
斗

H
明
白
出

m
N
H甲
小
一
ド
ニ
品
・

交
通
事
故
に
関
す
る
裁
判
例

こ
の
類
型
に
関
す
る
公
表
裁
判
例
は
一
二
件
存
在
す
る
。

第
四
項

北法56(5・262)2278



(
鰯
)

一
九
五
一
年
一
一
月
二
九
日
判
決

監督者責任の再構成 (5) 

[
加
]
切
の
国

【
事
案
】

A
(
一
九
歳
男
)
は

B
所
有
乗
用
車
を
飲
酒
運
転
し
て
歩
道
に
突
っ
込
み
、

C
を
牒
過
し
た

(
C
死
亡
)
o
A
は
、
本
件
事
故
当

日
、
新
婚
の
男
女
を
戸
籍
役
場
に
連
れ
て
行
く
た
め
に

B
か
ら
借
り
た
乗
用
車
を
新
婦
の
家
に
停
め
、

A
の
父
Y
と
共
に
新
婚
の
お
祝
い
に

参
加
し
た
。
そ
の
後
、

A
と
新
郎
新
婦
は
、
他
の
来
賓
が
所
有
し
、
新
郎
が
運
転
す
る
乗
用
車
で
酒
を
調
達
し
に
行
き
、
そ
の
帰
り
に
事
故

を
起
し
、
新
郎
は
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
。
お
祝
い
の
場
に
戻
っ
た
A
は
、
母
親
か
ら
お
遣
い
を
頼
ま
れ
、

B
の
車
で
知
人
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、

さ
ら
に
飲
酒
し
た
後
本
件
事
故
が
起
こ
っ
た
。

C
の
遺
族
X
ら
が
A
及
び
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
上
告
棄
却
。

{
判
旨
】
「
Y
は
そ
も
そ
も
息
子
が
飲
酒
す
る
こ
と
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
或
い
は
、
息
子
が
引
き
続
き
車
を
使
用
す
る

こ
と
を
不
可
能
に
す
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
:
:
:
〔

B
が
車
を
ガ
レ
ー
ジ
に
戻
す
よ
う
指
示
し
た
と
い
う
〕
点
に
つ

い
て
、
注
意
す
る
よ
う
に
促
す
は
ず
の
特
に
容
易
に
想
起
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
、
新
郎
が
飲
酒
後
に
既
に
事
故
に
遭
い
、
警
察
に
逮
捕
さ
れ

て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
」
。
監
督
義
務
違
反
の
理
由
付
け
に
は
、

A
が
飲
酒
し
て
い
た
と
の
認
定
で
十
分
で
あ
り
、
飲
酒
の
量
が
肝

心
な
の
で
は
な
い
。
「
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
常
に
、
若
者
が
、
そ
の
考
え
に
よ
れ
ば
『
ご
く
わ
ず
か
し
か
』
飲
ん
で
い
な
い
と
し
て
も
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常
に
飲
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
の
者
が
自
動
車
を
使
用
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
限
り
で
交
通
に
と
っ
て
の
危
険
に

な
る
と
い
う
一
定
の
危
険
が
存
在
す
る
。

Y
は
既
に
こ
の
よ
う
な
可
能
性
と
危
険
を
予
期
す
る
こ
と
が
で
き
、
且
つ
、
予
期
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
、
彼
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
動
車
が
依
然
と
し
て
ド
ア
の
前
に
停
ま
っ
て
い
て
、
常
時
A
が
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
に
、
息
子
に
タ
バ
コ
を
買
い
に
行
か
せ
た
場
合
、
彼
は
監
督
義
務
に
違
反
し
た
」
。

北法56(5・263)2279

{
検
討
】

B
G
B
八
三
二
条
に
関
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
判
決
で
は

B
G
H
初
の
判
決
で
あ
る
。
飲
酒
に
よ
る
交
通
事
故
の
予
見
可
能
性
を

肯
定
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は

K
ケ

l
ス

(
自
動
車
を
自
由
に
使
用
し
得
る
状
態
で
の
飲
酒
)
。



説

[
捌
]
回
。
出

【
事
案
】

A
(
一
七
歳
男
)
運
転
オ
ー
ト
バ
イ
の

X
へ
の
衝
突
。

A
は
本
件
事
故
の
約
一
年
前
に
運
転
免
許
を
取
得
し
、
職
場
へ
の
行
き
帰

り
の
た
め
、

A
の
父
Y
が
A
の
た
め
に
入
手
し
た
オ
ー
ト
バ
イ
を
利
用
し
て
い
た
。

X
か
ら
A
及、ぴ

Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

(
加
)

一
九
五
二
年
四
月
一
七
日
判
決

北法56(5・264)2280

;y，. 
n聞

Y
の
上
告
に
よ
り
破
棄
差
戻
。

{
判
旨
】
「
で
き
る
だ
け
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
、
:
:
:
計
画
的
且
つ
目
立
た
ず
に
車
両
運
転
者
を
監
視
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
。
「
事
情
に
よ
っ
て
は
こ
こ
に
は
、
第
三
者
に
よ
る
目
立
た
な
い
検
査
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
ま
さ
に
少
年
た
る
初
心
者
に
つ

い
て
も
〔
検
査
が
必
要
〕
で
あ
る
」
。
「
経
験
上
、
未
成
年
者
は
ま
さ
に
、
時
が
経
過
し
て
安
全
だ
と
感
じ
た
場
合
に
も
、
余
り
に
も
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
運
転
す
る
傾
向
を
示
し
、
軽
率
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
控
訴
審
裁
判
所
が
:
:
:
目
立
た
な
い
検
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ

と
し
た
こ
と
は
正
当
で
あ
る
」
。
「
Y
は
、
彼
が
A
の
適
切
な
教
育
の
た
め
に
配
慮
し
た
こ
と
及
び
彼
が
少
な
く
と
も
事
故
の
時
ま
で
規
則
に

違
反
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
る

A
の
運
転
を
理
由
と
す
る
極
め
て
わ
ず
か
な
疑
い
を
も
抱
き
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
免
責
さ
れ

る
こ
と
は
決
し
て
な
い
」
。

{
検
討
】
子
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
る
運
転
に
つ
い
て
「
極
め
て
僅
か
な
疑
い
を
も
抱
き
得
な
か
っ
た
」
場
合
に
も
、
子
の
運
転
態
様
を

監
視
す
る

Y
の
監
督
義
務
が
存
在
す
る
と
し
て
お
り
、
具
体
的
な
危
険
に
関
す
る
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て
い
な
い
。
事
案
と
し
て
は
B
ケ
l

ス
O [

加
]
切
の
出

【
事
案
】

A
(
一一

O
歳
男
)
の
無
免
許
運
転
す
る
、
そ
の
父
Y
所
有
の
小
型
オ
ー
ト
バ
イ
と

X
運
転
オ
ー
ト
バ
イ
と
の
交
差
点
で
の
衝
突

(
X

重
傷
)
。

X
か
ら
A
及、び
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
上
告
棄
却
。

(
邸
)

一
九
五
二
年
五
月
一
一
一
日
判
決



【
判
旨
}
社
会
生
活
安
全
義
務
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
自
動
車
の
た
め
の
保
管
義
務
の
違
反
は
八
二
三
条
に
よ
り
、
{
寸
ら
れ
て
い
な
い
車
両
の

悪
用
か
ら
生
じ
る
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
保
管
義
務
は
、
自
動
車
の
危
険
性
を
顧
慮
し
て
肯
定
さ
れ
、
小
型
オ
ー

ト
バ
イ
に
つ
い
て
も
存
在
す
る
。
そ
の
義
務
の
目
標
は
、
あ
ら
ゆ
る
無
権
限
者
、
特
に
他
の
交
通
参
加
者
の
利
益
を
不
適
切
な
運
転
方
法
に

よ
っ
て
侵
害
す
る
可
能
性
の
あ
る
全
て
の
不
適
切
な
者
に
よ
る
自
動
車
の
使
用
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

Y
は
オ
ー
ト
バ
イ
を
常
に
走
行

で
き
る
状
態
で
鍵
の
か
け
ら
れ
て
い
な
い
納
屋
に
格
納
し
、
タ
イ
ヤ
に
は
錠
な
ど
も
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
保
管
義
務

違
反
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
息
子
の
年
齢
、
そ
し
て
息
子
が
自
動
車
教
習
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
ま
さ
に
当
時
オ
ー
ト
バ
イ
の

利
用
に
特
に
関
心
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
「
息
子
に
対
す
る
単
な
る
禁
止
で
は
、
そ
の
禁
止
が
そ
れ
ま
で
遵
守
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ
た
場
合
又
は
父
親
が
そ
れ
ま
で
そ
の
禁
止
の
違
反
を
知
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
た
場
合
で
さ
え
、
保
管
義
務
の
履
行
に
と
っ
て
十
分
で
は
な

監督者責任の再構成(5) 

B
G
B
八
二
三
条
に
基
づ
く
保
管
義
務
違
反
は
八
三
二
条
に
基
づ
く
監
督
義
務
違
反

の
存
在
に
関
係
な
く
肯
定
さ
れ
得
る
。
監
督
義
務
は
特
定
の
要
監
督
者
、
こ
の
場
合
に
は
未
成
年
の
共
同
被
告
た
る
息
子
に
関
係
し
、
現
下

の
事
案
に
お
け
る
禁
止
の
よ
う
に
こ
の
者
に
向
け
ら
れ
る
措
置
に
よ
っ
て
履
行
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
管
義
務
は
、
無
権
限
者
が
そ

れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
危
険
と
な
り
得
る
と
こ
ろ
の
物
に
関
係
す
る
。
保
管
義
務
は
、
許
さ
れ
な
い
使
用
を
す
べ
て
排
除
す
る
物
保
管
を
要

求
す
る
。
そ
の
義
務
は
、
鍵
を
か
け
て
オ
ー
ト
バ
イ
を
し
ま
う
こ
と
、
安
全
鎖
を
取
り
付
け
る
こ
と
、
又
は
、
タ
イ
ヤ
へ
の
そ
の
他
の
安
全

措
置
に
よ
っ
て
し
か
尽
さ
れ
得
な
い
」
。

【
検
討
}
本
件
は

B
G
B
八
二
三
条
に
基
づ
く
社
会
生
活
上
の
義
務
と
し
て
の
保
管
義
務
が
主
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
事

案
は
自
動
車
の
保
管
の
不
備
と
い
う
他
の
監
督
者
責
任
の
事
案
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
監
督
義
務
を
人
に
対
す
る
監
督
、
社

会
生
活
上
の
義
務
と
し
て
の
保
管
義
務
を
物
の
保
管
と
載
然
と
区
別
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
裁
判
例
制
は
、
同
様
の

事
案
で
同
時
に
監
督
義
務
違
反
の
有
無
を
検
討
し
て
い
る
。

北法56(5・265)2281

か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
故
、



説

義
務
の
構
造
に
関
し
て
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
保
管
義
務
を
「
自
動
車
の
危
険
性
」
か
ら
導
き
出
し
て
お
り
、
当
該
加
害
行
為
と
同
種
の
危

険
性
の
予
見
可
能
性
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
事
案
の
内
容
と
し
て
は

E
ケ
l
ス。

きム
阿岡

(
捌
)

[
揃
]
。
円
。

F
S
-
a
E
g
M冨
包
ロ
一
九
五
四
年
五
月
一
八
日
判
決

【
事
案
】

A
(年
齢
不
詳
、
男
。
但
し
、
乗
用
車
の
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
従
っ
て
、
一
八
歳
以
上
二
一
歳
未
満
と
思
わ

(
別
)

れ
る
)
の
運
転
す
る
そ
の
父
Y
の
乗
用
車
の
自
損
事
故
に
よ
る
同
乗
者
X
の
負
傷
。
事
故
当
時
こ
の
乗
用
車
に
は
責
任
保
険
が
掛
け
ら
れ
て

(
矧
)

い
な
か
っ
た
。

X
か
ら
A
及
び
Y
ら
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
控
訴
棄
却
。

【
判
旨
】

Y
の
監
督
義
務
は
、

A
が
運
転
免
許
証
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
な
く
な
っ
た
り
制
限
さ
れ
た
り
は
し
な
い
。

A
が
自
動
車
を

数
年
間
運
転
し
、
苦
情
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
、

Y
が
そ
の
監
督
義
務
を
履
行
し
た
こ
と
、
又
は
、
相
当
な
監
督
を
し
て
い

た
と
し
て
も
そ
の
損
害
が
生
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
の
証
明
に
と
っ
て
十
分
で
は
な
い
。
「
運
転
の
技
術
的
な
有
能
さ
に
つ
い
て
の
わ
ず

か
な
欠
如
に
つ
い
て
も
、
性
格
上
の
根
拠
に
基
づ
く
軽
率
な
行
為
と
し
て
、
そ
の
責
め
が

A
に
負
わ
さ
れ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
に
つ
い
て

Y

は
、
同
じ
原
因
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
る
彼
の
息
子
の
交
通
事
故
を
顧
慮
し
て
、
予
め
の
特
別
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
。

【
検
討
】
事
故
前
の
子
の
運
転
に
関
し
て
苦
情
等
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
監
督
義
務
違
反
の
責
め
を
免
れ
な
い
と
し
て
お
り
、
当
該
加
害

行
為
と
同
種
の
危
険
性
を
有
す
る
行
為
の
予
見
可
能
性
を
と
く
に
要
求
し
て
い
な
い
。
事
案
と
し
て
は
少
な
く
と
も
官
ケ

l
ス。

(m) 

一
九
五
四
年
九
月
二

O
日
判
決

[
加
]
。
戸
。

zcsg『開

【
事
案
}
A
(年
齢
不
詳
、
男
。
但
し
一
九
歳
以
上
)
は
父
Y
が
以
前
に

B
か
ら
使
用
賃
借
し
た
乗
用
車
で
飲
酒
運
転
し
、
そ
の
車
を
致
損

(
加
)

し
た
。

B
の
保
険
者
X
か
ら
、

B
に
て
ん
補
し
た
自
動
車
の
損
害
に
つ
い
て
保
険
契
約
法

(
V
V
G
)
六
七
条
に
よ
り
A
及、び
Y
に
求
償
。

北法56(5・266)2282



原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
控
訴
認
容
。

【
判
旨
】
本
件
事
故
当
時
Y
が
B
か
ら
本
件
乗
用
車
を
使
用
賃
借

(
E
2
2
)
し
て
い
た
か
否
か
定
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
使
用
賃
貸
借
契

約
の
成
立
を
否
定
す
る
と
、
請
求
権
の
法
的
根
拠
と
し
て
は

B
G
B
八
一
一
一
一
一
条
一
項
の
み
が
問
題
と
な
る
。

A
は
一
九
歳
以
上
で
運
転
免
許

証
を
有
し
、
本
件
ま
で
一
度
も
事
故
を
起
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

Y
は
「
息
子
が
酔
っ
た
状
態
で
こ
の
車
の
運
転
席
に
座
る
こ
と
を
防
止

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
自
身
は
そ
の
ド
ラ
イ
ブ
に
参
加
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
故
息
子
が
酔
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

何
も
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
息
子
が
途
中
で
酔
い
、
こ
の
状
態
で
事
故
を
起
こ
し
、
そ
れ
に
よ
り
B
の
車
両
の
致
損
を
引
き
起
こ
す

で
あ
ろ
う
と

Y
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
根
拠
は
存
在
し
な
い
」
。

【
検
討
】
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
予
見
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は

B
ケ

i
ス
か
。

(
捌
)

一
九
五
六
年
六
月
一
一
一
日
判
決

[
捌
]
。
戸
。

zcgσ
四
円
加

【
事
案
】

A
(
一
九
歳
男
)
の
運
転
す
る
そ
の
父
Y
の
乗
用
車
の
自
損
事
故
に
よ
る
同
乗
者
X
の
負
傷
。

A
は
本
件
事
故
の
七
ヶ
月
前
に
運

転
免
許
を
取
得
し
、
数
日
前
に
初
め
て

Y
か
ら
本
件
乗
用
車
の
運
転
に
つ
い
て
許
可
を
も
ら
い
、
ま
た
、
イ
グ
ニ
ッ
シ
ヨ
ン
キ
l
は
住
居
内

監督者責任の再構成 (5) 

の
鍵
の
か
け
ら
れ
て
い
な
い
食
器
棚
に
あ
っ
た
。

A
は
本
件
事
故
当
日
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
た
後
に
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
て
本
件

Y
は
こ
の

A
の
ド
ラ
イ
ブ
を
知
ら
な
か
っ
た
。

X
か
ら

A
及
び
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
控
訴
認
容
。

【
判
旨
】
少
年
た
ち
が
自
動
車
を
娯
楽
と
し
て
の
ド
ラ
イ
ブ
に
も
使
用
す
る
こ
と
を
願
う
と
の
生
活
経
験
は
、
特
別
な
場
合
に
は
ま
さ
に
A

事
故
を
起
、
」
し
、

も
少
女
と
夜
中
に
ド
ラ
イ
ブ
す
る
傾
向
を
有
し
て
い
た
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
は
一
般
化
さ
れ
得
な
い
。
「
Y

に
は
、
そ
の
自
動
車
〔
の
運
転
〕
が
数
日
前
に
許
可
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
上
述
の
点
に
つ
い
て
息
子
に
対
し
て
疑
い
を
抱
く
根
拠
が
な

か
っ
た
。
そ
の
息
子
は
:
:
:
突
然
の
誰
も
予
見
し
得
な
い
思
い
つ
き
に
従
っ
て
、
家
か
ら
そ
の
車
両
を
取
っ
て
き
た
。
そ
の
他
に
、
彼
は
既

北法56(5・267)2283



説

に
七
ヶ
月
前
か
ら
運
転
免
許
証
を
所
持
し
て
い
た
の
で
、
父
親
は
、
:
:
:
少
な
く
と
も
、
息
子
が
そ
の
車
両
の
運
転
に
十
分
な
能
力
を
有
し
、

そ
の
結
果
車
の
運
転
に
関
し
て
普
通
で
は
な
い
監
督
は
必
要
が
な
い
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
監
督
が
、
:
:
:
必
要
な
こ

と
が
あ
る
の
は
、
自
動
車
の
運
転
に
関
す
る
そ
の
者
ら
の
信
頼
性
の
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
が
特
別
な
理
由
か
ら
賢
明
で
あ
る
場
合
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
特
別
な
理
由
は
所
与
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
0

「
監
督
義
務
か
ら
車
両
自
体
に
関
す
る
保
護
義
務
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

:
:
:
Y
は
、
息
子
の
従
来
の
行
態
か
ら
、
父
親
の
承
諾

を
得
な
い
夜
中
の
ド
ラ
イ
ブ
を
行
う
と
い
う
こ
と
を
こ
の
息
子
が
突
然
思
い
つ
く
こ
と
を
予
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
:
:
:
〔
キ
!

の
保
管
の
慨
怠
と
〕
事
故
と
の
相
当
因
果
関
係
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

1ヒ法56(5・268)2284

論

{
検
討
】

B
G
B
八
三
二
条
の
監
督
義
務
と
自
動
車
の
保
管
義
務
を
区
別
し
て
検
討
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
本
件
ド
ラ
イ
ブ
の
よ
う

な
夜
中
の
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て
こ
れ
を
否
定
し
、
さ
ら
に
、
保
管
義
務
に
つ
い
て
は
キ

l
の
保
管
の
慨
怠
と
損

害
発
生
と
の
聞
の

(
ド
イ
ツ
法
上
の
)
相
当
因
果
関
係
を
否
定
す
る
。
事
案
と
し
て
は

B
ケ
l
ス

(
乗
用
車
)
0

(
術
)

[
捌
]
。
円
。
玄

E
n
z
g

一
九
五
七
年
五
月
二
八
日
判
決

【
事
案
】

A
(
一
六
歳
女
)
は
左
手
で
聞
い
た
雨
傘
を
持
ち
、

X
は
負
傷
し
た
o

X
か
ら
A
と
そ
の
父
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
控
訴
棄
却
。

【
判
旨
】
そ
の
事
故
が
ま
さ
に
雨
傘
を
携
帯
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

Y
は
片
手
に
聞
い
た
雨
傘
持
ち

他
方
の
手
だ
け
で
自
転
車
を
運
転
す
る
、
娘
の
熟
練
を
知
っ
て
い
て
禁
止
し
な
か
っ
た
。
自
転
車
の
片
手
運
転
が
法
律
上
禁
じ
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
「
Y
は
、
娘
が
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
に
聞
い
た
雨
傘
を
携
行
す
る
こ
と
が
招
来
す
る
ま
さ
に
そ
の
特
別
な
危
険

に
関
し
て
娘
に
教
示
し
、
そ
の
教
示
の
成
果
を
彼
に
期
待
し
得
る
方
法
で
監
視
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
と
か
ら
、

Y
は
そ
の
監
督
義
務
に
違

ハ
ン
ド
ル
に
鞄
を
掛
け
て
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

X
に
衝
突
し
、



反
し
た
」
。
「
Y
が
そ
の
他
の
点
で
一
般
的
に
娘
に
交
通
に
お
い
て
注
意
を
払
う
よ
う
に
戒
め
て
い
た
か
否
か
は
、
も
は
や
肝
心
な
こ
と
で
は

ご
、

-
O

J

匂
し
一
{
検
討
】
娘
の
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
を
知
っ
て
い
て
禁
止
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
監
督
義
務
違
反
を
導
き
、
そ
の
他
の
一
般
的
な
(
交

通
に
関
す
る
)
監
督
は
肝
心
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は

A
ケ
i
ス
(
雨
傘
を
持
つ
て
の
自
転
車
運
転
)
0

(
別
)

一
九
五
九
年
六
月
五
日
判
決

[
別
]
。
問
、
。
穴
c
g

【
事
案
】
事
案
の
詳
細
は
不
明
。
判
決
理
由
に
よ
る
と
、
無
免
許
無
断
運
転
の
乗
用
車
に
よ
る
事
故
に
関
し
て

X
か
ら
運
転
者
A
(
一
七
歳

男
)
及
、
び
そ
の
父
で
あ
り
車
の
保
有
者
で
あ
る

Y
に
対
し
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
監
督
義
務
違
反
肯
定
。

(
抑
)

【
判
旨
}
道
路
交
通
法

(
S
t
V
G
)
七
条
三
項
二
文
後
段
の
保
有
者
の
過
責
の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
、
「
無
権
限
者
が
、
一
般
的
な
部

外
者
よ
り
も
自
動
車
を
利
用
す
る
可
能
性
を
有
す
る
場
合
、
保
有
者
は
、
注
意
深
く
考
え
れ
ば
無
権
限
の
利
用
の
可
能
性
を
認
識
で
き
る
と

き
、
高
度
の
注
意
義
務
を
負
う
。
「
そ
れ
故
、
家
族
の
者
に
つ
い
て
は
、
付
加
的
な
安
全
措
置
が
必
要
な
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

安
全
措
置
は
、
こ
の
〔
安
全
措
置
が
必
要
だ
と
い
う
〕
こ
と
が
部
外
者
に
対
し
て
言
え
る
と
き
よ
り
も
よ
り
広
い
範
囲
に
及
ぶ
」
。
「
そ
の
少

年
は
そ
の
横
柄
な
態
度
に
よ
っ
て
少
年
保
護
所
(
』
z
m
g
宮
足
)
の
注
意
を
引
い
た
。

Y
が
こ
の
こ
と
を
見
逃
し
た
は
ず
も
な
い
。
最
後
に
、

A
は
道
路
交
通
に
お
け
る
そ
の
軽
率
さ
と
無
思
慮
に
よ
り
度
々
罰
金
付
き
戒
告

(mmE膏
g
B
E
z
m
5
2
5
5
m
)
を
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の、

A
の
教
育
の
困
難
は
Y
に
、
そ
の
息
子
を
特
別
に
監
督
す
る
気
に
さ
せ
る
は
ず
で
あ
っ
た
」
。
「
こ
の
こ
と
〔
特
別
の
監
督
〕
に
つ
い
て

モ
ベ
ッ
ト
〔
筆
者
註
一
小
型
の
オ
ー
ト
バ
イ
〕
の
運
転
者
で
あ
る
A
が
自
動
車
に
関
心
を
有
し
、
従
っ
て
彼
に
つ

そ
の
他
に
重
要
な
の
は
、

北法56(5・269)2285

監督者責任の再構成 (5) 

い
て
は
容
易
に
、
自
ら
も
一
度
は
自
動
車
を
運
転
し
た
い
と
の
願
望
が
生
じ
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
モ
ペ
ッ
ト
を
乗
用
車
も

停
め
で
あ
っ
た
の
と
同
じ
ガ
レ
ー
ジ
に
停
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

A
に
と
っ
て
乗
用
車
を
奪
取
す
る
可
能
性
と
誘

惑
が
創
り
出
さ
れ
た
」
。



説

「
Y
の
責
任
は
、
不
法
行
為
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
い
て
も
、
と
く
に

B
G
B
八
三
二
条
に
よ
る
監
督
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
も
所
与

の
も
の
で
あ
る
」
。

モヨ辺、
h岡

【
検
討
}
S
t
V
G
七
条
三
項
に
よ
る
保
有
者
と
し
て
の
過
責
の
判
断
を

B
G
B
八
三
二
条
の
監
督
義
務
違
反
の
判
断
に
際
し
て
援
用
し
て

お
り
、
両
者
を
ほ
ぼ
同
視
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
の

S
t
V
G
の
保
管
義
務
乃
至
B
G
B
の
監
督
義
務
の
判
断
に
際
し
て
は
、

A
に
よ

る
乗
用
車
の
無
断
利
用
の
予
見
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
る
。

事
案
と
し
て
は
、

A
に
少
年
保
護
所
の
注
意
を
引
く
よ
う
な
態
度
が
認
め
ら
れ
る
他
、
乗
用
車
の
無
断
無
免
許
運
転
を
理
由
と
す
る
も
の

か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
道
路
交
通
に
関
し
て
罰
金
付
き
戒
告
を
受
け
て
お
り
、
少
な
く
と
も
C
ケ
!
ス
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
官

ケ
ー
ス
で
あ
る
。

(
捌
)

一
九
六
O
年
七
月
一
四
日
判
決

[
山
]
。
「
。
冨

E
n
y
g

【
事
案
】

A
(
一
八
歳
男
)
無
免
許
運
転
の
乗
用
車
と

X
の
車
と
の
衝
突

(
X
負
傷
)
。

A
の
母
Y
は
本
件
乗
用
車
を
、
自
動
車
教
習
を
受

け
て
い
た

A
の
た
め
購
入
し
、
家
の
前
の
路
上
に
停
め
、
そ
の
キ
l
を
本
棚
の
中
の
手
文
庫
に
隠
し
、
こ
の
手
文
庫
の
鍵
を
食
器
棚
の
中
に

保
管
し
て
い
た
が
、

A
は
Y
の
外
出
中
に
偶
然
こ
の
鍵
を
見
つ
け
、
車
の
キ
l
を
入
手
し
、
本
件
事
故
を
起
こ
し
た
。

X
か
ら
Y
に
賠
償
請

求
。
原
審
は
請
求
認
容
。

Y
の
控
訴
棄
却
。

{
判
旨
】

S
t
V
G七
条
三
項
一
文
の
保
有
者
責
任
に
関
し
て
、

Y
は、

A
が
そ
の
車
両
を
使
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て

責
め
が
あ
る
。
車
の
キ
l
を
鍵
の
か
か
っ
た
手
文
庫
に
保
管
す
る
と
い
う
措
置
で
は
、

A
が
一
人
で
家
に
い
る
と
き
に
は
常
に
キ

l
を
入
手

で
き
た
こ
と
か
ら
、
不
十
分
で
あ
っ
た
。
「
当
時
ま
さ
に
一
八
歳
で
あ
っ
た

A
が
車
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
懸
命
で
あ
る
こ
と
が
認
識
可
能

で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
だ
け
一
層
、
特
別
な
注
意
措
置
の
根
拠
が
存
在
し
た
」
o
A
は
自
動
車
工
と
し
て
修
行
し
、
自
動
車
販
売
会
社

~I:i去56(5 ・ 270)2286



に
勤
め
、
運
転
教
習
に
参
加
し
て
い
た
。
家
の
前
に
停
ま
っ
て
い
た
車
は
、
運
転
し
た
い
と
の
彼
の
願
望
を
繰
り
返
し
呼
び
覚
ま
し
た
に
違

い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、

Y
は
車
の
キ
l
を
、
彼
女
の
不
在
の
と
き
も
A
が
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た。
B
G
B
八
二
三
条
以
下
の
責
任
に
関
し
て
、

Y
は
、
息
子
が
ま
だ
運
転
免
許
証
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
「
ま
だ
免
許
を

所
持
し
て
い
な
い
少
年
た
る
未
熟
な
運
転
者
は
社
会
生
活
に
お
い
て
危
険
を
意
味
し
た
と
い
う
こ
と
を

Y
は
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
:
:
:
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
も
い
た
」
0

B
G
B
八
三
二
条
の
責
任
に
関
し
て
、
「
A
が
事
故
の
日
に
既
に
一
八
歳
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
は
、
車
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
母

親
で
あ
る
Y
の
側
で
特
別
な
監
督
を
必
要
と
し
て
い
た
。

Y
は
こ
の
義
務
を
認
識
し
て
も
い
た
が
、
余
り
に
も
い
い
加
減
に
取
り
扱
っ
て
い

た」。【検
討
】

S
t
V
G
七
条
三
項
一
文
の
責
任
と

B
G
B
八
二
一
二
条
、

八
三
二
条
の
責
任
を
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て
い
る
が
、

B
G
B
八
三
二
条

の
監
督
義
務
違
反
も
前
二
条
の
「
過
責
」
判
断
か
ら
導
か
れ
る
と
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
こ
の
「
過
責
」
判
断
に
際
し
て
は

A
の
無
免
許
運

転
の
予
見
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は
官
ケ
l
ス。

監督者責任の再構成 (5) 

[M]

。戸。。刊
--o

(
抑
)

一
九
六
一
年
一
月
五
日
判
決

の
無
免
許
運
転
す
る
兄
B
名
義
の
自
動
車
と

X
運
転
の
乗
用
車
と
の
衝
突

(
X
の
物
的
損
害
)
o
X
の
主
張
に

よ
れ
ば
、
本
件
事
故
当
日

B
が
母
Y
に
自
動
車
工
場
で
本
件
自
動
車
を
検
査
し
て
も
ら
う
よ
う
に
頼
み
、

B
の
外
出
後
、

A
が
Y
か
ら
渡
さ

れ
た
キ
ー
を
使
っ
て
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
た
際
に
本
件
事
故
を
起
こ
し
た
。

X
か
ら

A
及
び

Y
に
賠
償
請
求
。
監
督
義
務
違
反
肯
定
。

【
判
旨
】

A
は
事
故
当
時
既
に
ほ
ぼ
一
八
歳
で
あ
り
、
特
に
よ
そ
で
教
育
を
受
け
、

Y
と
同
居
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

Y
の
監
督
は

【
事
案
]

A
(
一
七
歳
男
)
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説

僅
か
し
か
必
要
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

A
も
監
督
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

Y
は、

A
が
し
ば
し
ば
父
親
の
採
石
場
で
ト
ラ
ッ
ク
を
無
免

許
運
転
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

A
の
自
動
車
運
転
へ
の
熱
中
を
知
っ
て
い
た
。
「
そ
れ
故
、

B
が
一
日
中
不
在
に
し
て
い
て
、
こ
れ
に
対

し
A
が
そ
れ
も
単
に
訪
問
の
目
的
で
家
に
お
り
、
従
っ
て
A
が
特
定
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
多
か
れ
少

な
か
れ
仕
事
も
な
く
一
日
を
無
為
に
過
ご
し
、

B
の
車
も
一
日
中
路
上
に
置
か
れ
て
い
た
事
故
の
日
に
は
、

Y
は、

A
が
無
権
限
で
そ
の
車

告ι
自問

両
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
彼
を
監
督
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
彼
女
は
、
と
く
に
自
ら
車
両
の
キ
l
を
A
に
委
ね
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
こ
と
か
ら
も
そ
の
義
務
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
。

【
検
討
】
無
権
限
で
の
車
両
使
用
を
防
止
す
る
義
務
に
つ
い
て
、
子
の
無
免
許
運
転
の
予
見
可
能
性
を
肯
定
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
事
案

と
し
て
は

B
及、び

A
ケ

l
ス

(
無
免
許
運
転
)
。

(
制
)

(
出
]
。
戸
。
(
リ
m--m

一
九
六
五
年
七
月
一
一
一
日
判
決

{
事
案
】
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
休
暇
旅
行
中
の

A
(
一
九
歳
男
)
が
運
転
す
る
過
積
載
の
自
動
車
で
の
事
故

(
A
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍

の
同
乗
者
B
の
死
亡
)
。
本
件
自
動
車
は

A
の
母
Y
の
も
の
で
あ
り
、

A
は
Y
の
許
可
を
得
て
こ
れ
を
キ
ャ
ン
プ
場
に
持
ち
出
し
、

Y
に
無

断
で
夜
中
に
ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
際
に
本
件
事
故
を
起
こ
し
た
。

B
の
遺
族
X
か
ら
Y
に
賠
償
請
求
。
原
審
は
請
求
棄
却
。

X
の
控
訴
認

n相

官。

(
飢
)

【
判
旨
】
当
時
の
民
法
施
行
法

(
E
G
B
G
B
)
一
一
一
条
に
よ
り

X
の
訴
え
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
連
邦
(
事
故
現
場

の
ク
ロ
ア
チ
ア
領
)
の
実
体
法
、
す
な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
典

(
A
B
G
B
)
及
び
そ
の
付
属
法
律
の
「
法
準
則
」
が

(

抑

)

(

剛

山

)

前
提
と
さ
れ
、
両
親
の
監
督
義
務
は

A
B
G
B
二二
O
一
条
の
「
災
い
を
防
止
す
る
特
別
な
債
務
の
不
作
為
」
に
当
た
る
。
し
か
し
、

E
G

B
G
B
一
一
一
条
に
よ
り
、

X
に
対
し
て
は
、
ド
イ
ツ
人
の
被
告
に
対
し
て
ド
イ
ツ
法
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
る
請
求
権
よ
り
も
広
い
範
囲
に
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及
ぶ
請
求
権
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、

え
ら
れ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
法
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ
た
請
求
権
が
さ
ら
に
同
じ
範
囲
で
ド
イ
ツ
法
に
よ
り
与

「
彼
女
は
息
子
に
対
し
て
さ
ら
に
繰
り
返
し
、
単
独
で
又
は
明
白
な
許
可
な
く
自
動
車
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か

ら、

Y
が
、
普
段
は
従
順
で
十
分
に
教
育
を
受
け
、
ま
じ
め
で
あ
る
彼
女
の
息
子
が
い
つ
か
禁
止
に
従
わ
な
い
こ
と
を
ま
さ
に
考
慮
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
女
は
禁
止
で
満
足
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
よ
り
正
確
に
言
う
と
、
自
動
車
に
よ
る
第
三

者
の
危
殆
化
が
排
除
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
許
可
し
た
運
転
が
終
わ
っ
た
と
き
に
は
彼
女

が
常
に
車
両
の
キ
!
と
許
可
証
を
手
渡
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
保
管
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
た
」
o
A
が
キ
ャ
ン
プ
場
に
車
に

乗
っ
て
行
き
そ
こ
で
泊
る
と
い
う
状
況
は
、
「
明
ら
か
に

Y
に
と
っ
て
、
:
:
:
息
子
が
統
制
の
な
い
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
行
為

が
第
三
者
の
侵
害
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
危
険
を
招
来
し
た
」
。

【
検
討
】
車
の
キ
l
等
の
保
管
義
務
に
つ
い
て
、

A
の
夜
間
の
ド
ラ
イ
ブ
と
そ
れ
に
よ
る
第
三
者
の
侵
害
の
予
見
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
る
。

事
案
と
し
て
は

B
ケ
l
ス。

監督者責任の再構成 (5) 

(
制
)

一
九
六
八
年
一
月
一
一
一
一
日
判
決

[
制
]
ピ

l
レ
フ
ェ
ル
ト
地
裁
(
円
。

E
m
E
m
E
)

【
事
案
】
事
案
の
詳
細
は
不
明
。
判
決
理
由
に
よ
る
と
、

A
(
一
九
歳
男
)

提
起
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
請
求
棄
却
。

の
自
動
車
事
故
に
関
し
て

X
か
ら
そ
の
父

Y
に
対
し
て
訴
え
が

【
判
旨
】

B
G
B
八
一
一
一
一
一
条
一
項
二
丈
は
、
「
少
な
く
と
も
監
督
義
務
違
反
を
あ
り
得
る
よ
う
に
思
わ
せ
る
事
情
を
主
張
す
る
こ
と
を

X
に

免
除
す
る
も
の
で
は
な
い
」
。

A
は
、
事
故
時
に
既
に
一
九
歳
で
あ
り
、
職
業
訓
練
を
受
け
た
自
動
車
整
備
工
と
し
て
自
動
車
の
取
り
扱
い

に
習
熟
し
、
運
転
免
許
証
を
九
ヶ
月
前
か
ら
所
持
し
て
い
た
。
「
一
九
歳
の
子
に
運
転
免
許
証
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
子
が
:
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説

乗
用
車
を
運
転
す
る
許
可
を
得
て
い
る
場
合
に
は
、
彼
が
両
親
に
よ
る
監
督
を
必
要
と
す
る
の
は
、
彼
が
交
通
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

X
は
こ
の
点
に
つ
き
、
事
故
の
前
の
時
期
に
つ
い
て
何

論

も
主
張
し
な
か
っ
た
」
0

{
検
討
】
自
動
車
の
運
転
に
つ
い
て
子
が
交
通
上
の
要
請
を
満
た
さ
な
い
こ
と
の
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て
い
る
。

以
上
の
交
通
事
故
に
関
す
る
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
加
、
加
、
加
を
除
き
、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
危
険
の
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
で
親
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
具
体
的
な
危
険
の
予
見
可
能
性
を
容
易
に
基
礎

づ
け
得
る
、
当
該
加
害
行
為
の
有
す
る
危
険
性
と
同
種
の
危
険
性
を
有
す
る
子
の
行
為
が
既
に
現
わ
れ
て
い
た
ケ

l
ス
は
加
、
山
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
他
の
事
案
で
は
、
例
え
ば
当
該
加
害
行
為
に
使
用
さ
れ
た
物
の
保
管
の
不
備
の
よ
う
な
事
情
し
か
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
裁
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
し
か
存
在
し
な
い
ケ
i
ス
に
お
い
て
も
親
の
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ

れ
ら
の
事
案
が
(
親
が
子
に
供
与
し
た
か
又
は
親
の
保
管
の
不
備
に
よ
り
子
が
入
手
し
た
)
自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
、
自
動
車
運
行
が
抽
象
的
で
は
あ
る
が
高
度
の
危
険
性
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
親
の
責
任
を

否
定
す
る
裁
判
例
(
加
、

m、
山
)
は
具
体
的
監
督
義
務
違
反
の
有
無
の
み
を
聞
い
、
一
般
的
監
督
義
務
違
反
を
問
題
と
し
て
い
な
い
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
年
齢
の
高
さ
や
被
侵
害
利
益
の
性
質
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
(
い
ず
れ
も
子
は
一
九
歳
以
上
で
あ
り
、
被
侵
害

利
益
は
物
又
は
身
体
に
と
ど
ま
る
)
。

加
、
加
、
加
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
危
険
の
予
見
可
能
性
を
問
う
こ
と
な
く
親
に
監
督
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
、

捌
、
加
は
共
に
加
害
行
為
に
使
用
さ
れ
た
車
両
が
親
か
ら
子
の
手
に
渡
っ
た
ケ
l
ス
で
あ
る
。
但
し
、
加
は
破
棄
差
一
戻
判
決
で
あ
り
、
差
戻

後
の
判
決
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
結
論
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
加
で
は
、
子
の
年
齢
は
比
較
的
高
い
も
の
の
、
加
害
車
両
に
責
任
保
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険
が
掛
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
親
の
責
任
の
判
断
に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
加
に
つ
い
て
は
、
監
督
義
務
違
反
と
車
両
の

保
管
義
務
を
哉
然
と
区
別
す
る
立
場
か
ら
、
加
害
行
為
の
予
見
可
能
性
を
問
わ
な
い
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
後
の

B
G
H

は
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
立
場
を
放
棄
し
(
後
掲
裁
判
例
出
参
照
)
、
両
者
の
義
務
を
表
裏
一
体
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

監督者責任の再構成(5) 

(
捌
)
〈
伺
a
m
S
U
N
-
3
H
Z』
巧
右
足
い
吋
∞

H
O〉
E
ヨ
ド
h
S
H
E
h
宮凶
N
Zこ・

(閉山)〈
n
a
m
-
3ド
N凶∞

H
Z』
ぞ
苫
凶
ド
吋
∞
a
H
〈河川凶
hH-M凶∞

H
F玄
官
同

Z
『
N
H
F玄
官
品
。
N
-
d
z『・申'

(
捌
)
〈
mam-
唱
拾
い
司

H
Z』者
-
3
M
L
0
2・

(
捌
)
〈
mam-
。U0・U凶()・

(
捌
)
一
九
三
七
年
一
一
月
一
一
一
一
日
の
文
言
に
お
け
る
道
路
交
通
許
可
令

(
S
t
V
Z
O
)
(列。
E
z
-
-
N
5
)
五
条
及
び
七
条
参
照
。

(
加
)
よ
り
詳
細
な
事
案
の
内
容
は
、
一
九
三
七
年
一
一
月
一
三
日
の
文
言
に
お
け
る
S
t
v
z
o
二
九
C
条

二

九

四
O
年
改
正
後
の
文
言
、

閉山。∞-・同∞
-E
申
)
に
よ
る
保
険
確
認
書
(
〈
q
a
n
Z
E昌明
Z
S
E
m
g
m
)
の
失
効
の
届
出
を
し
て
い
な
か
っ
た
、
か
つ
て
の
責
任
保
険
者
に
対
す

る
X
か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
関
す
る
。
「
。
型
S
E
C
H
-
2
5
玄
巴
ロ
一
九
五
四
年
五
月
一
八
日
判
決
(
〈
m
a
m
-
3
h
F凶
巴
)
に
掲
載
さ
れ
て
い

る。

(
抑
)
〈
叩
吋
開
閉

N
3
油油、。・

(
加
)
一
九
O
八
年
五
月
三
O
日
の
文
言
に
お
け
る
V
V
G
六
七
条
一
項
一
文
(
問
。
呂
田
・
民
国
)

「
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
保
険
契
約
者
に
帰
属
す
る
場
合
、
そ
の
請
求
権
が
保
険
者
に
移
転
す
る
の
は
、
こ
の
者
が
保
険
契
約

者
に
損
害
を
賠
償
す
る
と
き
だ
け
で
あ
る
」
。

(
捌
)
〈
mam-
唱凶∞-ニ∞-

(部)〈白『印刷山石川明∞・
MM∞-

(捌
)

N切
口
m
s
u
p
N
a唱

(
加
)
一
九
五
二
年
二
一
月
一
九
日
の
文
言
に
お
け
る
道
路
交
通
法

(
S
t
V
G
)
(回
。
巴
岡
山
∞
当
)
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説

七
条
三
項
「
自
動
車
を
そ
の
保
有
者
に
無
断
で
使
用
す
る
者
は
、
保
有
者
に
代
わ
り
損
害
賠
償
の
義
務
を
負
う
一
自
動
車
の
使
用
が
保
有

者
の
過
賞
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
保
有
者
は
使
用
者
と
共
に
賠
償
義
務
を
負
う
。
使
用
者
が
自
動
車
保
有
者
に
よ
り
そ
の
自
動
車
の

運
行
の
た
め
に
一
履
一
わ
れ
て
い
た
場
合
、
又
は
、
保
有
者
に
よ
り
そ
の
自
動
車
が
使
用
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
場
合
、
第
一
文
は
適
用
さ
れ
な
い
。
」

(
捌
)
〈
刊

am寄
金
}
L
C
凶凶・

(
m
m
)
〈
四

am寄
金
、
凶
唱
・

(
抑
)
〈

g
Eま
か
い
さ

H
Z
tさ
ま
ふ
い
。
M
-

(
制
)
一
八
九
六
年
八
月
一
八
日
の
文
言
に
お
け
る

E
G
B
G
B
(列
。
巴
・
目
的
・

8
5

一
一
一
条
「
外
国
で
な
さ
れ
た
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
ド
イ
ツ
人
に
対
し
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
り
根
拠
の
あ
る
請
求
権
以
上
の
請
求
権
を
主
張

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

(抑
)
A
B
G
B
二二
O
一
条
「
違
法
に
加
え
ら
れ
た
損
害
に
つ
い
て
複
数
の
者
が
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
る
の
は
、
そ
の
損
害
に
お
い
て
そ
れ

ら
の
者
が
共
同
で
、
直
接
的
又
は
間
接
的
に
、
誘
惑
、
脅
迫
、
命
令
、
助
力
、
隠
匿
等
に
よ
り
、
又
は
、
単
に
そ
の
災
い
を
防
止
す
る
特
別
な

債
務
の
不
作
為
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
災
い
に
寄
与
し
た
場
合
で
あ
る
」
0

な
お
、

A
B
G
B
一
三
O
八
条
は
「
精
神
異
常
者
、
白
痴
又
は
未
成
熟
者
(
己
ロ
B
E
S宙
開
)
が
誰
か
を
加
害
し
、
こ
の
〔
被
害
〕
者
が
何
ら
か

の
過
賞
に
よ
り
こ
の
こ
と
に
自
ら
原
因
を
与
え
た
場
合
、
そ
の
者
は
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
同
一
一
一
一
O
九
条
は
「
こ
の

場
合
の
他
は
こ
の
〔
被
害
〕
者
に
、
そ
れ
ら
の
〔
加
害
〕
者
に
関
し
て
委
託
さ
れ
た
監
護
の
悌
怠
の
た
め
に
そ
の
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ

さ
れ
得
る
者
か
ら
、
賠
償
が
当
然
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
が
、
同
一
三
O
八
条
で
言
、
っ
「
未
成
熟
者
」
と
は
当
時
の
同
二
一
条

に
お
い
て
一
四
歳
未
満
の
者
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
件
で
は
同
一
三
O
九
条
は
適
用
さ
れ
得
な
か
っ
た
。

(
抑
)
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
法
に
よ
れ
ば
成
人
年
齢
は
満
一
八
歳
で
あ
っ
た
が
、
判
決
は
、
監
督
義
務
の
終
了
は
当
時
の

E
G
B
G
B
七
条
及
、
ぴ
一
九

条
に
よ
り
ド
イ
ツ
法
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

(
捌
)
窓
口
列

3
S
L
O
E
-

論

第
五
項

そ
の
他
の
事
故
に
関
す
る
裁
判
例
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こ
の
類
型
に
関
す
る
公
表
裁
判
例
は
二
件
存
在
す
る
。

(
術
)

[
出
]
列
。
一
九
二
二
年
一
月
二
六
日
判
決

【
事
案
】

A
(
二
ハ
歳
男
)
は
遊
び
仲
間
に
銃
を
委
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
者
が

X
を
侵
害
し
た
。

X
か
ら

A
の
父
Y
に
賠
償
請
求
。
監
督
義

務
違
反
肯
定
。

【
判
旨
}
「
Y
が
監
督
義
務
を
尽
く
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
息
子
が
小
銃
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
を
彼
は
見
逃
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
然
る
べ
き
介
入
に
よ
り
息
子
の
手
中
に
あ
る
武
器
の
不
注
意
な
取
扱
と
、
息
子
に
よ
る
第
三
者
へ
の
不
注
意
な
引
渡
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
」
。

【
検
討
}
銃
の
引
渡
を
防
止
す
る
義
務
の
前
提
と
し
て
の
、
子
の
銃
の
所
持
の
調
査
義
務
違
反
を
肯
定
し
て
い
る
。
事
案
と
し
て
は

K
ケ
l

(
銃
の
所
持
)
。

ス

(
蹴
)

一
九
八
七
年
六
月
一
五
日
判
決

監督者責任の再構成 (5) 

[
出
]
。

E
国

g
g
a

【
事
案
}
A
(
一
六
歳
女
)
が
母

Y
に
預
け
ら
れ
た

X
の
馬
を
牧
草
地
か
ら
連
れ
て
く
る
際
、
そ
の
馬
が
道
路
に
走
り
出
て
事
故
に
遭
い
、

死
亡
し
た
。

X
か
ら
Y
に
賠
償
請
求
。
監
督
義
務
違
反
否
定
。

【
判
旨
】

A
は
一
六
歳
の
「
経
験
あ
る
騎
手
で
あ
り
、
騎
手
証
明
書
と
ブ
ロ
ン
ズ
の
騎
手
記
章
を
有
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
彼
女
が
そ
の
馬

を
専
門
的
且
つ
安
全
に
放
牧
場
か
ら
連
れ
て
く
る
こ
と
の
で
き
る
全
て
の
前
提
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
諸
事
情
の
下
で
、
何
ら
か
の

期
待
可
能
な
措
置
を
怠
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
Y
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

Y
は
、
「
彼
女
の
娘
自
ら
受
け
た
試
験
の
故
に
必
要
な
方

法
と
十
分
な
経
験
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
出
発
点
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
」
。
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説

【
検
討
】
馬
の
取
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
事
故
の
予
見
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

ラi為
自岡

(
澗
)
m
m
n
Z
3
M
M
Z
己
-
2・

(
制
)
〈
旬
岡
田
耐
}
泡
∞
∞
L
M
主・

第
六
項

小
括

以
上
の
、
責
任
能
力
を
有
し
又
は
そ
の
有
無
が
明
ら
か
で
は
な
い
一
六
歳
以
上
の
未
成
年
者
に
関
す
る
裁
判
例
全
体
を
眺
め
る
と
、
ほ
と

ん
ど
の
裁
判
例
で
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
の
予
見
可
能
性
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
(
こ
の
よ
う
な
予
見
可
能

性
を
要
求
し
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
裁
判
例
を
挙
げ
た
方
が
早
い
で
あ
ろ
う
。
加
、
問
、
別
で
あ
る
)
。
こ
れ
は
、
多
く
の
裁
判
例
が
、
親

は
監
督
及
、
ぴ
教
育
の
成
果
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
た

R
G

一
九
O
一
年
一
二
月
三
O
日
判
決
(
後
述
加
)
、
及
、
ぴ
、
「
監
督
と

教
育
の
分
離
」
原
則
を
掲
げ
、
一
般
的
な
教
育
は

B
G
B
八
三
二
条
の
監
督
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た

R
G

一
九
一
一
年
二
月

一
六
日
判
決
(
後
述
却
)
、
ま
た
、

B
G
B
八
三
二
条
に
よ
る
賠
償
義
務
に
と
っ
て
は
親
が
一
般
的
に
監
督
を
尽
し
た
か
否
か
で
は
な
く
、

違
法
な
加
害
に
至
っ
た
諸
事
情
と
の
関
係
で
監
督
を
尽
し
た
か
否
か
が
肝
心
で
あ
る
と
す
る

B
G
H

一
九
五
七
年
一

O
月
一
日
判
決
(
後

述

m)
に
従
い
、
し
つ
け
や
一
般
的
教
育
の
状
況
を

B
G
B
八
三
二
条
の
判
断
に
際
し
て
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
必
ず
し
も
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
の
予
見
可
能
性
が
厳
格
に
要
求
さ
れ
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
個
別
に
検
討
し
て
き
た
裁
判
例
の
全
体
像
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

監
督
義
務
の
構
造
が
明
ら
か
で
は
な
い
問
を
別
と
し
て
、
監
督
義
務
の
構
造
を
事
案
の
内
容
と
の
関
連
で
見
て
み
る
と
、
子
の
「
特
定
化

さ
れ
た
行
為
」
が
現
わ
れ
て
い
た
事
案
に
関
す
る
裁
判
例
(
湖
、
問
、
問
、
刷
、
問
、
問
、
問
、
加
、
加
、
加
、
制
)
に
お
い
て
具
体
的
監

北j去56(5・278)2294



督
義
務
違
反
の
有
無
が
問
わ
れ
る
点
は
わ
が
国
の
裁
判
例
の
傾
向
と
も
合
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
現
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
事
案
に
関
す
る
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
判
決
の
多
く
は
具
体
的
監
督
義
務
違
反
の
有
無
の
み
を
問
題
と
し
(
刷
、
問
、
問
、

問
、
加
、
加
、
湖
、
川
、
如
、

m、
加
、
町
、
川
、
加
も
参
照
)
、
そ
れ
ら
の
う
ち
親
の
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
裁
判
例
が
少
な
く
な
い

(
閥
、
則
、
加
、
川
、
山
、
出
、
出
)
。
こ
の
点
は
、
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
が
わ
が
国
の
裁
判
例
と
異
な
り
、
監
督
義
務
の
構
造
を
如
何
に
捉

え
る
か
に
よ
り
結
論
が
左
右
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
子
の
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
が
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
そ
の
よ
う
な
行

為
の
予
見
可
能
性
が
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
肯
定
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
と
く
に
交
通
事
故
の
裁
判
例
を
見
て
み
る

と
、
裁
判
例
は
主
と
し
て
当
該
加
害
行
為
に
使
用
さ
れ
た
車
両
の
親
か
ら
子
へ
の
供
与
(
又
は
車
両
の
保
管
の
不
備
)
と
い
う
点
を
手
が
か

監督者責任の再構成 (5) 

り
と
し
て
、
親
の
監
督
義
務
違
反
を
肯
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
率
直
に
見
れ
ば
、

「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
の
予
見
可
能
性
が
要
求
さ
れ
な
が
ら
も
、
む
し
ろ
危
険
物
の
供
与
と
い
っ
た
よ
う
な
事
情
に
よ
り
基
礎
づ
け
ら
れ

る
抽
象
的
危
険
の
存
在
か
ら
、
親
に
責
任
が
課
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
で
は
言
わ
ば
、
わ
が
国
の
裁
判

例
の
分
析
に
つ
い
て
述
べ
た
の
と
同
様
に
、
隠
れ
た
一
般
的
監
督
義
務
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
が
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
親
の
責
任
が
肯
定
さ
れ
、
又
は
、

般
的
監
督
義
務
違
反
の
有
無
が
問
わ
れ
る
の
か
、
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
ど
こ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
裁
判
例
の

事
案
の
内
容
と
の
関
連
で
見
て
み
る
と
、
具
体
的
監
督
義
務
違
反
の
有
無
の
み
が
問
わ
れ
、
親
の
責
任
が
否
定
さ
れ
た
裁
判
例
(
問
、
郎
、

問
、
郎
、
問
、
問
、
如
、
湖
、
山
、
出
)
は
、
交
通
事
故
に
関
す
る
裁
判
例
(
と
く
に
湖
、
加
)
を
除
き
、
い
ず
れ
も
当
該
加
害
行
為
に
使

用
さ
れ
た
危
険
物
(
銃
器
)
の
供
与
や
そ
の
よ
う
な
物
の
保
管
の
不
備
、
当
該
加
害
行
為
を
誘
発
す
る
よ
う
な
環
境
等
が
と
く
に
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
ケ

l
ス
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
が
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
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説

の
責
任
を
肯
定
す
る
、
交
通
事
故
に
関
す
る
裁
判
例
以
外
の
裁
判
例
(
則
、
出
)
は
、
当
該
加
害
行
為
に
使
用
さ
れ
た
危
険
物
(
銃
器
)
が

親
の
保
管
の
不
備
に
よ
り
子
の
手
に
渡
っ
た
ケ
i
ス
、
或
い
は
、
当
該
加
害
行
為
(
銃
器
の
第
三
者
へ
の
引
渡
)
を
誘
発
す
る
事
情
(
銃
器

の
所
持
)
が
存
在
し
た
ケ
l
ス
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
が
親
か
ら
子
へ
供
与
さ
れ
た
等
の
事
実

だ
け
で
は
必
ず
し
も
、
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
が
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
加
害
行
為
の
予
見
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
、
或

い
は
、
一
般
的
監
督
義
務
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
子
の
年
齢
や
被
侵
害
利
益
の
性
質
等
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
も
の

と
見
ら
れ
る
(
「
特
定
化
さ
れ
た
行
為
」
が
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
具
体
的
監
督
義
務
違
反
を
肯
定
し
、
又
は
、
一
般
的

監
督
義
務
を
問
題
と
す
る
交
通
事
故
裁
判
例
制
、
加
、
加
、
湖
、
川
、
山
、
加
で
は
、
監
督
義
務
と
区
別
さ
れ
る
保
管
義
務
を
問
題
と
す
る

加
及
び
責
任
保
険
の
不
存
在
を
考
慮
す
る
と
見
ら
れ
る
加
を
除
き
、
干
の
年
齢
が
一
八
歳
以
下
で
あ
る
か
又
は
被
侵
害
利
益
が
生
命
で
あ
る

の
に
対
し
、
具
体
的
監
督
義
務
違
反
の
有
無
の
み
を
問
題
と
す
る
と
見
ら
れ
る
加
、
別
、
加
は
子
の
年
齢
が
一
九
歳
で
あ
り
且
つ
被
侵
害
利

益
は
物
又
は
身
体
に
止
ま
る
)
。
こ
れ
は
、
自
動
車
交
通
の
発
達
(
従
っ
て
、
自
動
車
の
供
与
そ
れ
自
体
が
監
督
義
務
違
反
と
し
て
問
題
と

去ι
白岡

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
慮
)
が
背
景
に
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

一
訂
正
】
本
誌
五
五
巻
六
号
二
三
三
九
頁
八
行
目
註
瑚
を
以
下
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

5果

抑制∞
M
C
'
∞一
W
C

正
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